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● はじめに 

Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍをご利用いただき、誠にありがとうございます。 

 

本マニュアルでは、Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍの基本機能と操作方法を説明いたします。 

 

製品概要 

Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍ（シムトロール－エム）は、組込みシステム向けのソフトウェア 

  開発用プラットフォームです。 

グラフィカル環境及び実装されたブロック・ライブラリ群により、制御信号処理、 

時間依存システムの正確な設計、シミュレーション、実装、テストが行なえます。 

特にモータの制御を得意としております。 

 

機能概要 

・ モータ制御／組込み制御に必要なブロックがライブラリ化されて用意されています。 

・ 各ブロックにはそれぞれ固有のパラメータを設定できます。 

・ ライブラリ内の関数ブロックを使用して制御ダイアグラムを構築し、 

シミュレーションが実行できます。 

・ ダイアグラムの任意の箇所にモニタを挿入し、シミュレーション結果を表示させる 

ことが出来ます。 

・ シミュレーション結果が良好ならコンパイルして、ダイアグラムに対応したＣ言語 

のソースファイルを生成できます。このＣ言語はＡＮＳＩ規格準拠ですので、 

ほとんどのＣＰＵのＣ言語コンパイラで実行可能です。 

・ モータ制御／組込み制御にはハードウェアの機能に依存する部分が必要です。 

当社製ＣＰＵボードに関しては、ハードウェアの機能を内包した関数を搭載済み 

ですので、ハードウェアの機能を気にすることなく、設計／開発が行なえます。 

 

＜Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍの概念図（従来との比較）＞ 
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１、Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍの機能概説 

 

Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍは、パソコンの画面上にターゲット・システムのブロック・ダイア 

グラムを作成します。また、作成したブロック・ダイアグラムから、シミュレーションを 

実行し、かつ、対応するソース・コードをＣ言語で作成して、ターゲット・ボード上へ 

移植・展開します。 

Ｓｉｍｔｒｏｌ―ｍでは、 

①ブロックダイアグラムを作成・編集する画面機能を、「エディタ」、 

②シミュレーションを設定・実行・表示する機能を、「インタープリタ」、 

③Ｃ言語ソース・コードを生成・表示する機能を、「コンパイラ」、 

と呼びます。以下、この呼称を使用します。 

また、ブロック・ダイアグラムを作成するために必要なブロックは、専用の関数ライ 

ブラリに格納／管理されています。必要なブロックをライブラリから任意に呼び出し、 

ブロック・ダイアグラムを構成します。 

以下、この機能を、「ライブラリ」と呼びます。 

以上の機能間の関連をまとめると、下図(図－１)のようになります。 

 

Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍの各機能及び関連 

ライブラリ           エディタ 

 

 

 

                          ブロック・ダイアグラム 

 

 

 

 

インタープリタ      コンパイラ 

 

 

 

＊ 対応システムのコンパイラ等が必要です。 

 

図－１：Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍの各機能及び関連 

(ブロック・ダイアグラムの作成) 

(シミュレーション) (Ｃ言語コード生成) 

(ダイアグラム・データ提供) 

(関数データの提供) 

(ＣＡＤエディタ機能) 

(各ブロック要素の設定) 

ターゲット・ボード 
(対象システム) 

＊移植・展開
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２、Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍの基本操作 

 それでは、Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍの基本的な操作法について、説明いたします。 

２－１ インストールとアンインストール 

１）Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍのインストール 

Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍを使用するパソコンに、Ｓｉｍｔｒｏｌ-ｍのＣＤ－ＲＯＭをセット 

し、ＣＤ－ＲＯＭ上のインストーラを起動します。パソコンの画面に表示される指示に従い、 

パソコンのハード・ディスク上にＳｉｍｔｒｏｌ－ｍをインストールしてください。 

なお、Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍは、ＣＤ－ＲＯＭ上から動作させることはできません。 

必ず、パソコンのハードディスク上にインストールされた上で、実行するようにして下さい。 

また、Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍの推奨動作環境は次の通りです。 

・ＣＰＵ：１ＧＨｚ以上。 

・メモリ容量：２５６ＭＢ以上必須／５１２ＭＢ以上を推奨。 

・ＯＳ：ＭＳ－Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｘｐ、もしくはＭＳ－Ｗｉｎｄｏｗｓ ２０００。 

・画面の色：Ｈｉｇｈ Ｃｏｌｏｒ（１６ビット）以上。 

・画面解像度：１２８０×９６０ピクセル以上。 

 

Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍが正常にインストールされますと、パソコンの画面デスクトップ上に 

Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍのアイコン：  が追加され、プログラム・メニュー内にも 
「昭和電業社Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍ ニュー・グループが新規に追加されます。 」のメ

 

必

パルティオソフト株式会社の「Paltio ソフト電池」の略称です。アプリ 
ケ ・

フト株式会社のホーム・ページ 

Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍは、対応するソフト電池がパソコンにインストールされており、 
か  

明の場合は株式会社 昭和電業社 

 
以下、ソフト電池のインストール及び、充電の方式について説明します。 

な コン本体が 

 Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍをインストールしたパソコンに、ソフト電池のＣＤ－ＲＯＭ*を 

 

２）ソフト電池のインストール

Ｓｉｍｔｒｏｌ-ｍを起動するには、使用するパソコンにソフト電池をインストールする 

要があります。 

ソフト電池とは、

ーションソフトウェアを「ソフト電池」との組み合わせで供給することで、ソフトウェア

ライセンスの管理／保護を実施するツールです。Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍはソフト電池との組み 
合わせで動作する構成になっております。 
（ソフト電池についての詳細はパルティオソ

http://www.paltio.co.jp/soft-denchi/等をご参照下さい。） 
 

つソフト電池が充電された状態でないと起動しません。また、ソフト電池を稼動させる

ためには、「ソフト電池充電Ｎｏ．」*が必要になります。 
（＊Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍの媒体に同梱されております。不

までお問い合わせ下さい。） 

お、ソフト電池の充電処理のために、Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍを使用されるパソ

インターネットに接続可能な環境であることが必要です。 
 
①

セットします。（＊通常はＳｉｍｔｒｏｌ－ｍのＣＤ－ＲＯＭと共通です。） 
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② ＣＤ－ＲＯＭ上のソフト電池のインストーラを起動し、ソフト電池をインストールします。 

プログラム・メニュー内に［ソフト電池］というメニューが新規に加わったことを確認して 
下さい。 
また、使用するパソコンをインターネットに接続して下さい。 
 

③ プログラム・メニューの[ソフト電池]－[ソフト電池メーター]をクリックします。 
「ソフト電池メーター」が起動し、その画面が表示されます。 
（ソフト電池メーターは、パソコン内部のソフト電池の状態を表示／管理するための 

ツールです。ソフト電池と共にインストールされます。） 

 
図－2－1：ソフト電池メーターの画面（初期起動時） 

 
④ ソフト電池メーターのメニュー・バーから[ファイル]－[購入済み番号で充電]を開きます。 

以下のソフト電池充電Ｎｏ．入力画面が表示されます。 

 
図－２－２：ソフト電池充電 No.入力画面 

 
⑤ 「ソフト電池充電 No.」の値を入力した後、「充電」ボタンをクリックします。 
（「充電」ボタンは「ソフト電池充電 No．」の値を入力しないと無効です。） 
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⑥ ソフト電池の充電に成功した場合、ソフト電池充電Ｎｏ．入力画面には、その旨の 
メッセージが表示されます。 
「閉じる」ボタンをクリックして、ソフト電池メーターの画面に戻ります。 
 

⑦ 電池メーター画面内の「ソフト電池名称」リストに、新たに「Simtrol‐ｍ」と 
いう名称の電池が追加されており、残量値が既定の値*であれば充電処理は完了です。 

 
図－２－３：ソフト電池メーター画面（充電後） 

 
⑧ ソフト電池メーターのメニュー・バーの[ファイル]－[アプリケーションの終了]で、 
ソフト電池メーターを終了して下さい。 
 
以上の手順でソフト電池をインストール及び充電すれば、Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍの起動が 

可能になります。 
 
＊ インストール時のソフト電池充電量（初期値）の規定値 

・ Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍ Ｐｒｏ：5,000 ユニット 
・ Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍ ＡＤ ：1,980 ユニット 

 
なお、ソフト電池／ソフト電池メーターの動作については、 

パルティオソフト株式会社（下記参照）までお問い合わせください。 
 

パルティオソフト株式会社 
〒963-0541 福島県郡山市喜久田町堀之内字向原 5-12 松下物流ビル 2F 
ＴＥＬ：024-959-5234  
ＨＰ：http://www.paltio.co.jp/index.html
Ｍａｉｌ：sales@paltio.co.jp 

＊充電されると表示されます。 

http://www.paltio.co.jp/index.html
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ソフト電池に関する注意事項） 
 
①Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍを使用するパソコンには、必ずソフト電池をインストールし、 

Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍの起動前に正規のソフト電池充電Ｎｏ．を用いて充電して下さい。 
 

②特にネットワーク・システムで、サーバ上のＳｉｍｔｒｏｌ－ｍを共用する環境では、 
Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍを使用する各端末毎にソフト電池をインストールし、端末毎に異なる 
充電Ｎｏ．を用いて、端末毎にソフト電池を充電する必要があります。 
 

③同じソフト電池充電Ｎｏ.値を、二度以上繰り返して使うことはできません。 
 
④同一のパソコンを、異なる複数のソフト電池充電Ｎｏ．値で充電することはしないで下さい。 
 
⑤パソコンの買い替え時やＯＳの再インストール時には、パルティオソフト株式会社の 

「ソフト電池お預りサービス」をご利用ください。このサービスはご使用中のソフト電池を 
インターネット上の「電池保管スペース」に預け入れることができるサービスです。 
パソコンの買い替え時やＯＳの再インストール時などに、古いパソコンのソフト電池を 
ソフト電池保管スペースに預け入れ、新しいパソコンやＯＳ再インストール後のパソコンに、 
電池保管スペースに保管したソフト電池を、Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍと共にインストールし直 
します。その後、継続してＳｉｍｔｒｏｌ－ｍを利用することが可能です。 
（このサービスの詳細は、http://www.soft-denchi.jp/comdocs/c010_.html をご覧下さい。） 
 

http://www.soft-denchi.jp/comdocs/c010_.html
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３）Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍのアンインストール 

Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍのアンインストールは、ＭＳ－Ｗｉｎｄｏｗｓの［コントロール 
パネル］の［アプリケーションの追加と削除］－［プログラムの変更と削除］から、 
“Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍ”を選択して、［削除］ボタンをクリックし、実行します。 

 
図－3－１：［コントールパネル］－［アプリケーションの追加と削除］画面 
     （Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍを選択時） 
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４）ソフト電池のアンインストール 

① ソフト電池をアンインストールします。 
ソフト電池のアンインストールは、ＭＳ－Ｗｉｎｄｏｗｓの［コントロールパネル］ 
の［アプリケーションの追加と削除］－［プログラムの変更と削除］から、 
“ＳｄＲｔ＊＊＊＊”を選択して、［削除］ボタンをクリックし、実行します。 
（“＊＊＊＊”の部分はソフト電池のバージョン番号を表わす４桁の数字です。 
ソフト電池の提供元：パルティオソフト株式により、随時、変更されます。） 

 
図－3－２：［コントールパネル］－［アプリケーションの追加と削除］画面 

（ソフト電池を選択時） 
 
注意事項） 
・ソフト電池をアンインストールしてしまうと、Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍは起動しなくなります。 
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２－２ Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍの起動 

Ｓｉｍｔｒｏｌ-ｍは通常のプログラムと同じく、スタート・メニューから選択するか、 

パソコンのデスクトップ画面上のアイコンをダブル・クリックして起動します。 

正常に起動されますと、以下のオープニング画面が約３秒間、パソコン画面上に表示されます。 

 

図－４：Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍのオープニング画面 

 

なお、同一のパソコンで、Ｓｉｍｔｒｏｌ-ｍを同時に複数個、起動させることはできません。 
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２－３ 起動時の画面 

Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍが正常に起動されますと、オープニング画面とともにＳｉｍｔｒｏｌ－ｍ 

のメイン・ウィンドウ画面が表示されます。タイトル・バー部のＳｉｍｔｒｏｌ－ｍのアイコン：

と「Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍ モータ制御開発支援装置」なる表示を確認して下さい。 

 

図－５：Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍ起動時の画面（メイン・ウインドウ画面） 

 

メイン・ウィンドウ画面はＳｉｍｔｒｏｌ－ｍの動作を統括する画面です。Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍ 

では、メイン・ウィンドウ画面上において、マルチ・ウィンドウ操作環境を実現しております。 

一部のオブジェクトを除き、基本的に全ての処理がメイン・ウィンドウ画面上で実行されます。 

 

 メイン・ウィンドウ画面右上の 各ボタンは、一般のＷｉｍｄｏｗｓアプリケーション 
と同様の操作ボタンです。 
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 Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍはメイン・ウィンドウ画面だけでは何の処理もできません。 

まずはメイン・ウィンドウ左上部の「ファイル（Ｆ）」なる表示（メニュー）をクリックして 

下さい。コマンド・メニューが表示されます。 

 

 

図－６－１：[ファイル]コマンド・メニューの表示 

 

表示されたコマンド・メニューから、「新規プロジェクト（Ｎ）」を選択し、クリックします。 

新規のウィンドウ画面＝エディタ画面がメイン・ウィンドウ画面上に生成されて、表示されま 

す。 

 

 

図－６―２：[新規プロジェクト（Ｎ）]コマンド実行（⇒エディタ画面新規作成） 
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図－６－３：エディタ画面の新規生成。 

 

エディタ画面はブロック・ダイアグラムを作成・編集するための専用画面です。メイン・ウィン 

ドウ画面内部に表示されます。また、特に指定がない場合、エディタ画面上にはグリッドが 

表示されます。エディタ画面ではこのグリッドを画面上の単位として、画面処理を実行します。 

 
図－６－４：エディタ画面のグリッド

エディタ画面 

メイン・ウィンドウ画面 

グリッド 
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また、前述の[ファイル]－[新規作成]の処理を繰り返すなどの方法により、複数個のエディタ 

画面を同時にメイン・ウィンドウ画面上に表示させることもできます。但し、各処理の対象と 

なるのは、現在アクティブな画面（ウィンドウ）一つだけです。アクティブなウィンドウは、 

処理したい画面をクリックすれば切り替えることができます。

 

図－６－５：エディタ画面（マルチ・ウィンドウ表示例） 

 

 

注意事項） 

Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍでは、基本的にパソコンのＯＳ／ハードウェアによる制御範囲に関しては、

画面／画像の制御は行なっておりません。 

そのため、お客様のパソコンの画面設定／によりましては、本書記載の画面表示と、多少の 

違いが生じる場合があります。ご了承ください。 

 

アクティブ・ウィンドウ画面 
（処理対象） 
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２－４ メイン・ウィンドウ画面 

メイン・ウィンドウ画面の上部を参照してください。 

 

図－７－１：メニュー・バー 

 

上図：図７－１にて、赤線で囲まれた部分をメニュー・バーと呼びます。 

一般のＷｉｎｄｏｗｓアプリケーションと同じく、メニュー・コマンドを管理する部分です。 

 

 

図－７－２：ツール・バー 

 

同様に、図－７－２にて、青線で囲まれた部分をツール・バーと呼びます。 

処理上、特に必要な機能をボタン形式でまとめて表示しています。 

ツール・バー上のボタンの上でマウス・カーソルを静止させると、そのボタンの処理動作が 

表示されます。 
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２－４－１ メニュー・バー 

既に一部のコマンドは紹介してありますが、改めてメニュー・バーのコマンドの種類と操作を 

紹介します。 

 

１）[ファイル]メニュー 

主にプロジェクト・ファイル（[．ｋｔｃ]形式）に関する処理を実行するコマンド群です。 

 

・ [新規プロジェクト] 

新規のブロック・ダイアグラムを生成するためのエディタ画面を、新規に開くコマンドです。 

このコマンドを実行すると、何も入力／表示されていないエディタ画面が新規に作成され、 

メイン・ウィンドウ内に表示されます。 

 

・ [プロジェクトを開く] 

任意のプロジェクト・ファイル［.ｋｔｃ形式］を開き、その内容のブロック・ダイアグラム 

を新規のエディタ画面上に展開させるコマンドです。新規にエディタ画面が作成され、その上に 

ファイル内容のブロック・ダイアグラムが開かれます。エディタ画面のタイトル・バーに、 

そのファイル名が表示されます。 

この際、画面上に新規作成状態のエディタ画面があっても、新規にエディタ画面が作成されます。 

 

図－８－１：[プロジェクトを開く]画面 

 

 
図－８－２：エディタ画面上に開かれたプロジェクト・ファイル（ブロック・ダイアグラム：一部） 

エディタ画面 
（タイトル・バー）の

ファイル名の表示 
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注意事項） 

[．ｋｔｃ]形式以外のファイルを開かないで下さい。 

 

[上書き保存](Ｃｔｒｌ＋Ｓ) 

エディタ画面（アクティブ・ウィンドウ）上で編集中の内容を、既に開かれているプロジェクト・ 

ファイル（[．ｋｔｃ]形式）に上書きするコマンドです。現在のエディタのアクティブ・ウィン 

ドウで処理中の内容を、最初に読み出したファイルに上書き処理します。（保存対象のファイル名 

はエディタ画面のタイトル・バーに表示されています。：図－８－２参照） 

新規作成時など、上書きの対象ファイルが指定されていない場合は、続けてファイルの 

新規作成処理が自動で起動されます。その場合はファイルを作成処理する画面が自動的に表示 

されますので、作成するファイル名を入力します。（図－８－３参照） 

この場合は正常にファイルが作成されますと、エディタ画面上にファイル名が表示されます。 

（図－８－２参照） 

 

[名前をつけて保存] 

エディタ画面上で編集中の内容を、新規のファイルに保存するコマンドです。新しいファイル名 

を指定します。 

実行が正常に完了すれば、新規のファイルにはその時点でのエディタのアクティブ・ウィンドウ 

の状態が読み込まれて保存されます。同時にエディタ画面でのファイル名の表示が新規のファイル

名に変更されます。（図－８－２参照） 

 

図－８－３：[名前をつけて保存]画面 
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[図の印刷設定] 

ブロック・ダイアグラムの印刷処理を設定します。 

コマンド実行時に表示される以下の専用画面にて、ブロック・ダイアグラムの印刷書式を 

設定します。（この設定はファイルに保存されません。） 

 
図－９－１：印刷設定画面 

 

[印刷設定]の画面上で設定可能な各種パラメータを示します。 

 

[表示]群 

ブロック・ダイアグラムの印刷時の表示書式を設定するパラメータ群です。 

内容は[画面]－[画面設定]コマンドのものと同じです。但し、この設定を変更しても、 

画面表示に変化はありません。 

 

・［レイヤー］ 

画面要素の印刷／非印刷を設定します。選択された画面要素を印刷します。 

 

・[ブロック] 

ブロック・ダイアグラムの各ブロックに付随するデータ（Ｎｏ／Ｒｎ）を印刷するか否かを 

設定します。 

[レイヤー]－[ブロック詳細]が選択されていないと無効となり、印刷されません。 

また、ここの設定を変更しても、画面表示は変化しません。 

 

･[ブロック No] 

ブロックの識別番号。各ブロックの生成順に割り振られ、印刷されます。 

画面表示：No=... 

 

･[実行順 No] 

ブロック・ダイアグラム内における、インタープリタ処理及びコンパイラ処理時の 

各ブロックの実行順序を規定する番号です。 

画面表示：Rn=... 
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･[フォント]ボタン 

ブロック・ダイアグラムの印刷に使用される文字のフォントを規定します。 

 

・[グリッド]群 

ブロック・ダイアグラムを印刷する際のグリッドの設定を実行します。 

[レイヤー]－[グリッド]がＯＮに設定されていない場合は、無効です。 

 

･[大きさ] 

印刷時に、グリッドの１マスの大きさを規定します。ブロックなどの画面要素は、グリッドを 

単位に構成されております。グリッドのサイズの調整によって、ブロックの印刷サイズの 

調整も行なうことができます。（数値は画面上の画素単位で規定します。） 

[小]（4ｘ4）：画面表示[小]サイズに対応。 

[中]（8ｘ8）：画面表示[中]サイズに対応。（規定値） 

[大]（16ｘ16）：画面表示[大]サイズに対応。  

[極大]（32ｘ32）：画面表示[極大]サイズに対応。 

[指定]：グリッドの縦・横の長さを自由に設定できます。 

具体的な設定は次の項目で行ないます。 

 

・［指定］ 

グリッドの縦・横の長さを設定する数値を入力します。 

[横]値 != [縦]値の場合は、印刷される画面要素の縦横比も、その値の比に合わせて、 

変更されます。（正の整数値：１～３２迄入力可。０(ゼロ値)は入力不可。） 

この設定は［大きさ］－［指定］が選択されていないと無効です。 

 

･[種類] 

グリッドを表示／印刷する線の種類を決定します。 

･[なし]：グリッドを表示／印刷しません。 

･[点]：グリッドの交点のみを表示／印刷します。 

･[破線]：グリッドを破線で表示／印刷します。 

･[実線]：グリッドを実線で表示／印刷します。 

 

・[強調表示] 

グリッドを太線または大きな点で強調して表示／印刷する間隔を設定します。 

 

・［一定間隔で太く表示］ 

このボックスをＯＮにすることで、強調表示の機能を有効にします。 

［横］値：［縦］値にそれぞれ値を設定します。（正の整数値：０～１００迄入力可。） 

 

・［印刷設定］ 

実際の印刷処理の設定をします。 

・［プリンタ］ 

使用可能なプリンタ・ドライバを選択し、印刷処理の設定を行ないます。 

・［拡大率の指定］ 

ブロック・ダイアグラムを拡大／縮小印刷する際の拡大率を［％］で指定します。 
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・ [図の印刷] 

エディタ画面上のブロック・ダイアグラムをプリンタで印刷するためのコマンドです。 

[図の印刷設定]コマンドでの設定に従い、印刷処理を実行します。 

 

図－９－２：印刷設定画面（プリンタ設定画面：例） 

 

・ [終了] 

Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍを終了するコマンドです。 

エディタ画面の内容（ブロック・ダイアグラム）に変更があった場合は、終了前に変更内容を 

保存するか否かの確認のメッセージが表示されます。複数のエディタ画面がある場合、 

エディタ画面ごとに変更の有無がチェックされます。 

 

図－１０：終了時の確認メッセージ 
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２）[編集]メニュー 

 

エディタ画面の編集に関係するコマンド群です。画面要素(ブロック／線)に対する処理を 

実行します。なお、このコマンド群による処理を実行する際には、あらかじめ処理対象の画面 

要素を選択しておく必要があります。 

[選択／移動]モードで、選択したい画面要素をクリックします。通常は、ブロックなら周囲 

が赤線で囲まれ、線なら赤く変色して、処理のために選択された状態であることが示されます。 

必ず、対象の画面要素が選択されている状態であることを確認した後、各コマンドを実行して 

ください。この場合、線は節目ごとに別の扱いとなるので、注意が必要です。 

なお、「Shift」キーまたは「Ctrl」キーを押しながら、上記の操作を繰り返していけば、 

複数個の画面要素を同時に選択することができます。 

 

また、エディタ画面上でマウス・ポインタを縦－横(横－縦)、もしくは斜めにドラッグさせ 

ると、その始点と終点とを結ぶ線を対角線とする四角形が表示されます。その内部に含まれる 

画面要素を全て一括して、選択することができます。（下図：図－１１参照） 

選択状態を解除するには、画面上で画面要素のないところをクリックしてください。 

 

  
①ブロックの[選択]状態          ②線の[選択]状態 

 

  
  ③複数画面要素の一括選択操作(1/2)     ④複数画面要素の一括選択操作(2/2) 

(範囲選択)                 (選択状態) 

図－１１：ブロックの選択操作 

 

・[元に戻す](Ｃｔｒｌ＋Ｚ) 

エディタ画面の編集処理にて、画面を直前の状態に戻すコマンドです。 

直前の画面状態に戻るだけですので、[元に戻す]コマンドを複数回、繰り返し実行しても、 

修正前後の画面表示の繰り返しになりますのでご注意ください。 

 



 

 
- 21 - 

・[切り取り](Ｃｔｒｌ＋Ｘ) 

選択した画面要素(ブロック／線)を切り取ります。画面上からは元の要素が削除されます。 

 

・[コピー](Ｃｔｒｌ＋Ｃ) 

選択した画面要素(ブロック／線)をコピーします。画面表示上の変化はありません。 

 

・[貼り付け](Ｃｔｒｌ＋Ｖ) 

切り取りまたはコピーした画面要素(ブロック／線)をエディタ画面上に貼り付けます。 

貼り付けられるデータは直前に[切り取り]／[コピー]コマンドで読み込まれたデータです。 

ブロックの内容データなどはそのまま保持されます。 

 

・[削除](Ｄｅｌ) 

選択した画面要素(ブロック／線)を削除するコマンドです。但し、複数個の画面要素が選択 

されていれば、一括して削除することが可能です。 

 

・[すべて選択]（Ｃｔｒｌ＋Ａ） 

アクティブなエディタ画面上に存在する画面要素が全て選択されます。 
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３）[ツール]メニュー 

エディタ画面の編集に用いるツール・コマンド群です。 

 

・ [選択/移動] 

エディタ画面の[選択/移動]動作モードへの切り替えを実施します。 

(ツール・バーの[選択/移動]ボタンと同じです。) 

 

・ [接続線] 

[接続線]動作モードへの切り替えを実施します。 

(ツール・バーの[接続線]ボタンと同じです。) 

 

・ [削除] 

[削除]動作モードの切り替えを実施します。 

(ツール・バーの[削除]ボタンと同じです。) 

 

・ [コメント] 

[コメント]・動作モードに動作を切り替えるコマンドです。 

(ツール・バーの[コメント]ボタンと同じです。) 

 

・ ［未使用ブロックの削除］ 

アクティブ・エディタ画面上の未使用状態の関数ブロック（端子から結線されていないブロック） 

を一括して削除します。 

 

・ ［未使用線の削除］ 

アクティブ・エディタ画面上の未使用状態の接続線（ブロックとブロックとを接続していない 

線）を一括して削除します。 
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４）[画面]メニュー 

エディタ画面(ブロック・ダイアグラム)の表示を設定するコマンド群です。 

アクティブなエディタ画面上の画面設定が可能です。 

また、エディタ画面ごとに、個別の画面設定をすることができます。 

 

・ [フォント] 

画面表示の文字列のフォントを設定します。設定範囲はブロック・ダイアグラムの 

ブロック名称表示、記号表示及び、コメントの文字列表示です。 

（コメント・ブロックに関してはコメント・ブロック単位でのフォント設定が優先されます。） 

 

・ [小] 

・ [中] 

・ [大] 

・ [極大] 

それぞれ、エディタ画面上の各画面要素（グリッド）の表示サイズを示します。 

[極小]～[極大]まで、画面に表示される画面要素のサイズが段階的に変わります。通常は 

［中］のサイズ（既定値）で表示されます。 

 

・ [画面設定] 

エディタ画面の表示を細かく設定するコマンドです。専用の設定画面からパラメータを入力 

します。設定画面と設定可能な画面のパラメータを次に示します。 

 

図－１２：画面設定の入力専用画面 
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［画面表示］のパラメータ各種。 

 

･[レイヤー] 

画面を構成する各機能要素のＯＮ／ＯＦＦを選択します。ＯＮの状態の機能要素は画面表示 

されます。対象のエディタ画面全体に対して有効です。 

･[グリッド] 

画面にグリッド（網目）を表示する（ＯＮ）か、表示しない（ＯＦＦ）かの選択。 

･[ブロック外形] 

画面にブロックの外形図形を表示する（ＯＮ）か、表示しない（ＯＦＦ）かの選択。 

ブロックのデータについては関係ありません。 

･[ブロック詳細] 

画面にブロックのデータを表示する（ＯＮ）か、表示しない（ＯＦＦ）かの選択。 

ブロックの外形図形は関係ありません。 

･[接続線] 

画面にブロック間の接続線を表示する（ＯＮ）か、表示しない（ＯＦＦ）かの選択。 

･[コメント] 

画面にコメント・ブロックを表示する（ＯＮ）か、表示しない（ＯＦＦ）かの選択。 

 

 

[ブロック] 

画面上でのブロックに付随するデータの表示の有無を設定します。[レイヤー]－[ブロック 

詳細]がＯＮに設定されていないと無効です。 

 

･[ブロック No] （画面表示：No=...） 

ブロックの識別番号。各ブロックの生成順に割り振られ、各ブロック上に表示されます。 

 

･[実行順 No] （画面表示：Rn=...） 

ブロック・ダイアグラム内における、インタープリタ及びコンパイラ処理の実行順序を 

規定する番号です。 

             

 

 

 

図－１３：ブロックのブロックＮｏ（“No”） 

         ／実行順Ｎｏ（“Rｎ”）の表示例 

･[フォント] 

ブロックの表示に使用される文字のフォントを規定します。エディタ画面ごとに 

指定できます。 

 

 

[グリッド] 

画面上のグリッドの設定を実行します。[レイヤー]－[グリッド]がＯＮに設定されていない 

場合は無効です。 
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･[大きさ] 

グリッドの１マスの大きさ（サイズ）を規定します。画面上のブロックなどの画面要素は 

グリッドを単位に構成されております。グリッドのサイズの調整により、ブロックの表示 

サイズの調整を行なうことができます。（数値は画面上の画素単位で規定します。） 

[4ｘ4]：[画面]-[小]サイズに対応。 

[8ｘ8]：[画面]-[中]サイズに対応。（規定値） 

[16ｘ16]：[画面]-[大]サイズに対応。 

[32ｘ32]：[画面]-[極大]サイズに対応。 

[指定]：グリッドの縦・横の値を自由に設定できます。縦と横の値が等しくない場合 

は、表示される画面要素の縦横比も、その値の比に合わせて変更されます。 

（正の整数値のみ入力可。０(ゼロ値)は入力不可。） 

 

･[種類] 

グリッドを画面表示する線の種類を決定します。 

･[なし]：グリッドを表示しません。 

･[点]：グリッドの交点のみを表示します。 

･[破線]：グリッドを破線で表示します。（既定値） 

･[実線]：グリッドを実線で表示します。 

 

・[強調表示] 

グリッドを規則的に強調表示（太く）して、画面を見やすくすることができます。 

そのための設定を行なうコマンドです。 

[強調表示]のチェック・ボックスをチェックし、[強調表示]コマンドをＯＮにします。 

[強調表示]のコマンドがＯＮになっていない状態では、以下の機能は動作しません。 

･[横]（横軸）／･[縦]（縦軸）のそれぞれのボックスに数値を入力します。 

（正の整数値及び０（ゼロ値）が入力可。０（ゼロ値）の場合、強調なし。） 

ここで入力する数値は、グリッドを強調表示する間隔のことであり、グリッドやブロックの 

表示サイズには関係しません。 

 

以上のパラメータを設定後、 

［ＯＫ］ボタンで設定完了です。 

［キャンセル］ボタンで設定を破棄し、設定前の状態に戻して画面を閉じ、処理を終了します。 

［元に戻す］ボタンは、画面設定前の初期状態に設定を戻します。 
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５）[実行]メニュー 

エディタ画面上に作成されたブロック・ダイアグラムを基に、インタープリタ／コンパイラ 

機能を実行するコマンド群です。 

 

･[コンパイラ] 

コンパイラ処理を実行するコマンドです。 

･[コンパイラ設定] 

コンパイラ処理の実行時の設定をするためのコマンドです。専用画面を使用します。 

 

コンパイラ関係の操作については２－８項にて詳述します。 

 

･[高速実行] 

インタープリタ処理を起動し、終点まで連続的に実行するコマンドです。 

･[ステップ実行] 

一定の時間（実行回数）ごとに、インタープリタの実行を停止させるコマンドです。 

･[実行中断] 

インタープリタの実行途中で処理を一時、中断するコマンドです。 

･[実行停止] 

インタープリタの処理を中止するコマンドです。 

 

･[インタープリタ設定] 

インタープリタの実行の設定を行なうコマンドです。専用画面を使用します。 

 

インタープリタ関連の操作については２－７項にて詳述します。 
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･[実行順序変更] 

各ブロックに割り付けられた、インタープリタ／コンパイラ実行時の実行順序を変更する 

コマンドです。 

表示される入力案内に従い、最初に実行順序を変更したいブロックの実行順序の値を入力し、 

次に変更後の実行順序の値を入力して、実行順序を変更します。 

    

①（実行順序変更開始）            ②（変更前の実行順序値を入力 

                         ≡対象ブロックの指定） 

                         数値入力後、「ＯＫ」をクリック。 

 

    

③（入力メッセージの切り替わり）       ④（変更後の実行順序値を入力） 

                         数値入力後、「ＯＫ」をクリック。 

                                                ⇒実行順序が変更されます。 

 

図－１４－１：実行順序変更処理手順（［実行］－［実行順序変更］コマンド） 

 

なお、実行順序として入力可能な値は、対象のブロック・ダイアグラム内で実行順序として 

既に定義されている値の範囲に限ります。入力値が超過した場合は、自動的にコマンドが終了 

します。 

 

ブロックを削除した場合は、削除されたブロックの実行順序値より大きな実行順序値が、 

順次、差し引かれます。この場合の処理は自動で実施されます。 
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＊実行順序変更時の注意事項。 

 

実行順序の変更処理では指定した番号のみが変更されるのではなく、実行順序番号の 

重複が発生するのを防ぐため、指定された２つの実行順序番号の間にあるブロックの実行順序 

番号が全て、自動的に＋１、または－１されますので、注意が必要です。（図－１１－２参照） 

 

実行順序：初期値 

（ａ～ｆ:ブロック名/数値：実行順序） 

・（実行順序変更可能範囲：１～６） 

 

    ａ    ｂ     ｃ     ｄ     ｅ    ｆ 

    １    ２     ３     ４     ５    ６ 

 

 

①ａの実行順序１を実行順序５に変更した場合。 

・ （ｂ～ｅの実行順序が自動で－１） 

・  

    ａ    ｂ     ｃ     ｄ     ｅ    ｆ 

    ５    １     ２     ３     ４    ６ 

 

 

 

②ｅの実行順序５を実行順序１に変更した場合。 

・ （ａ～ｄの実行順序が自動で＋１） 

・  

    ａ    ｂ     ｃ     ｄ     ｅ    ｆ 

    ２    ３     ４     ５     １    ６ 

 

 

 

図－１４－２：ブロックの実行順序変更について。 

 

 

(直接変更) 

(直接変更)(自動変更) 

(自動変更) 
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[実行順序自動割り振り] 

 各ブロックに割り振られた実行順序番号を、エディタ画面上の位置に沿って、左上のブロック 

から順番に割り振リ直します。 

 

 

 

            → [実行順序自動割り割り]の実行 → 

 

 

 

(実行前の実行順序：例)                  （実行後の実行順序） 

 

図－１５：ブロックの実行順序自動割り振り処理のイメージ 

 

･ アクティブなエディタ画面上のブロック・ダイアグラムを処理対象とします。 

･ エディタ画面上の最も左上位置にあるブロックを最初（実行順序：１）として、 

画面右側及び下側に順次、ブロックを探索し、昇順に実行順序番号を割り当てていきます。 

･ ブロックの左右の位置が同じ場合は、画面上でより上側に配置されているブロックが 

優先されます。 

･ ブロックが重なって配置されている場合は、その位置でより下側に配置されているブロックが 

優先されます。（その位置に置かれた順番になります。） 

 

 

A：4 

B：6 

D：5 

E：1 

C：2 F：3 

A：1 

B：2 

D：4 

E：5 

C：3 F：6 
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６）[ウィンドウ]メニュー 

処理動作中に生成される各種のウィンドウの表示の調整を行なうコマンド群です。 

 

・ [重ねて表示] 

複数のエディタ画面等を生成順に整列して、重ねて表示し直します。 

 

・ [上下に並べて表示] 

複数のエディタ画面等を生成順に上下方向に整列して表示し直します。 

 

・ [左右に並べて表示] 

複数のエディタ画面等を生成順に左右方向に整列して表示し直します。 

 

･[エディタ] 

エディタ画面を表示します。 

 

･[ライブラリ] 

ライブラリ画面を表示します。 

 

･[スコープ] 

インタープリタ実行結果（スコープ画面）を表示します。但し、インタープリタが実行されて 

いなければ無効です。 

 

･[ソース] 

コンパイラ実行結果（Ｃ言語ソース）を表示します。但し、コンパイラが実行されていなけ 

れば無効です。 



 

 
- 31 - 

７）[ライブラリ]メニュー 

ブロック（関数）のコマンド形式のライブラリです。 

ブロックを種類別に分類して、まとめております。分類の仕方はライブラリ画面と同様です。 

[ライブラリ]メニューからコマンド形式でブロックを選択し、エディタ画面の任意の箇所に追加 

することができます。なお、このメニュー内のコマンド（＝ブロック）を実行すると、動作モード 

は自動的に【ライブラリ】モードに切り替わり、ライブラリ画面が表示されます。 

以下に、ライブラリ内の分類と、格納されているブロックの概要を示します。各ブロック（関数）

の詳細は別紙「Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍ ユーザーズ・マニュアル 関数編」をご参照下さい。 

 

[Ｓｏｕｒｃｅ]群 

 指定された信号波を発生し、出力する関数のブロック群です。信号の出力専用の関数ですので、

出力変数のみとなり、ブロックで表現された場合も出力端子のみのブロックとなります。 

例：ＣＯＮＳＴ、ＳＴＥＰ、ＳＩＮ、など。 

 

[Ｄｉｓｐｌａｙ]群 

 入力された信号の値を画面上に出力する機能を持つ関数のブロック群です。関数の出力先が 

画面となるため、画面に表示する信号を受けるための入力変数のみとなり、ブロックで表現さ 

れた場合も入力端子： のみのブロックとなります。 

例：ＳＣＯＰＥ１、ＳＣＯＰＥ４、ＢＡＲ１、など。 

 

[連続]群 

 入力信号に関数の処理を加えて信号変換し、出力する関数のブロック群です。 

例：ＡＭＰ、ＲＫ4、ＰＩＤ、ＭＡＴ２２、ＡＤＣ、ＵＶＷ２ＤＱなど。 

 

[Ｉ／Ｏ]群 

 マイコン用Ｉ／Ｏボードや制御用周辺機器／モータをブロック・ダイアグラム用に模倣した 

関数のブロック群です。 

例：ＢＬＤＣＭ１３６００、ＥＮＣ１３６００、ＰＷＭ１３６００など。 

 

[離散]群 

 

[非線形]群 

論理素子／スイッチング素子や比較素子など、非線形な演算の関数ブロック群です。 

例：ＳＷ（切替スイッチ）、ＡＮＤ、ＯＲ、ＮＯＴ、ＩＮＶＰＥＮＤ（倒立振子）など 

 

[整数]群 

 特に重要な（使用頻度の高い）いくつかの関数を整数型（int 型）に直し、速度の向上と処理の 

簡素化を意図した関数のブロック群です。 

例：ＩＮＴ_ＣＯＮＳＴ、ＩＮＴ_ＳＴＥＰ、ＩＮＴ_Ｐ、など。 

 

[ｍａｔｈ]群 

 数学的な演算処理を実施する関数のブロック群です。 

例：ＭＵＬＴ（掛け算器）、ＤＩＶ（割り算器）、ＳＱＲＴ（平方根）など 

 

[ライブラリ呼出] 

ライブラリ画面を呼び出し、アクティブにするコマンドです。 
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８）[ヘルプ]メニュー 

 

［Ｓｉｍｔｒｏｌの情報］ 

製品の情報／弊社連絡先などを案内する、以下の画面を表示します。 

画面下の「ＯＫ」ボタンで消去できます。 

 

 

図－１６：バージョン情報の画面 
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２－４－２ ツール・バー 

 

１)[エディタ]ボタン・グループ 

 

ツール・バーの左端部に[エディタ]というボタン・グループがあります。 

 

図－１７－１：[エディタ]ボタン・グループ 

 

[エディタ]ボタン・グループでは、エディタ画面の編集処理の動作モードを制御します。 

各ボタンをクリックすると、対応した編集モードに切り替わります。選択中の編集モードは 

ボタンが押された状態の表示となります。また、動作モードによって、画面のポインタの 

形状が変化します。 

 

① ：【選択/移動】モード 

エディタ画面へのブロックの入力、及び画面上でのブロックの移動など、ブロックに関する 

編集処理を実施するモードです。また、線やコメントなど、ブロック以外の画面要素を選択 

して、画面上で移動させることもできます。 

 

② ：【ライブラリ】モード 

エディタ画面（ブロック・ダイアグラム）へのブロックの追加を実施するモードです。 

ライブラリ画面が呼び出され、ライブラリからの追加処理が可能となります。 

エディタ画面が表示されていないと無効です。 

 

② ：【接続線】モード 

ブロック・ダイアグラムを作成する際、関連するブロックの間を線で結びます。 

エディタ画面上にブロック同士を繋ぐ線を生成し、ブロック同士を線で繋ぐ処理を実行する 

ためのモードです。 

 

③ :【コメント】モード 

ブロック・ダイアグラムの任意の箇所にコメント(文字列データ)を挿入するためのモード 

です。挿入されたコメントは、各々独立した画面要素（コメント・ブロック）として扱います。 

 

④ ：【削除】モード 

各画面要素（ブロック・線など）を削除する場合に用いるモードです。 
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２）[実行]ボタン・グループ 

 

インタープリタ（シミュレーション）の実行を制御するためのボタン・グループです。 

 

図－１７―２：[実行]ボタン・グループ 

① ：高速実行 

インタープリタの実行を設定された終点まで連続して実行します。特に処理をしない限り、 

中断はしません。エディタ画面はロックされます。スコープ・ブロックがないエディタ画面上 

では無効です。 

 

② ：ステップ実行 

インタープリタの処理を画面の表示周期１回ごとに進行させます。ボタンをクリックする 

度に画面表示１周期分、処理が進行し、画面表示も進行します。 

 

③ ：実行中断 

インタープリタの処理を一時的に中断します。インタープリタ実行画面の表示は処理が中断 

された時点の状態を維持します。処理を再開する場合は、[高速実行]ボタン 、または 

[ステップ実行] ボタンをクリックするか、メニュー・バーより[実行]－[高速実行]、 

[実行]－[ステップ実行]コマンドを実行して下さい。 

なお、この状態中もインタープリタの処理は継続しているため、エディタ画面の処理はロック 

されています。 

 

④ ：実行停止 

インタープリタの処理を強制的に終了します。終了した処理の再開はできません。 

なお、インタープリタ処理が起動していない場合、もしくは正常に実行が終了した場合は、 

インタープリタ処理の実行停止状態となり、実行画面はこのボタンが選択された状態になります。 

 

⑤実行時間 

インタープリタの処理実行時の経過時間を表わします。（０.０[sec]より開始されます。） 

なお、この実行時間は、インタープリタの処理上の時間経過を表わすものであり、実際の 

時刻／時間とは関係ありません。 
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３）[Ｃ言語]ボタン・グループ 

 

コンパイラによるＣ言語ソース・コードの作成処理（コンパイル処理）を実行するための 

ボタン・グループです。 

 

図－１７－３：[Ｃ言語]ボタン・グループ 

 

① ：コンパイル 

コンパイル処理を実行します。アクティブなエディタ画面上のブロック・ダイアグラムから、 

対応するＣ言語のソース・コードを作成し、専用画面に出力し、表示します。ブロックが入力 

されていないエディタ画面上では無効です。 
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４）[画面表示]ボタン・グループ 

 

図－１７－４：[画面表示]ボタン・グループ 

 

各種画面の表示切り替えを実施します。ボタンで選択された画面がアクティブになり、最前列に 

表示されます。画面の新規生成や表示内容のリセットなどは実施されません。また、その時点で 

生成されていない画面は表示されません。 

注意事項） 

このボタン・グループでは、対応する画面をアクティブにして画面前面に表示する処理のみを 

実施します。 

例えば、［実行結果］ ボタンをクリックしても、インタープリタ処理が新規に起動すること 

はありません。 

 

① ：エディタ 

エディタ画面を呼び出し、表示します。複数のエディタ画面が開いている場合は、最後に 

処理を実行していたエディタ画面がアクティブ・ウィンドウになります。 

② ：実行結果 

インタープリタ実行結果画面（スコープ画面）を呼び出します。 

インタープリタ処理が未実行の場合、スコープ表示がされていない場合は表示されません。 

また、インタープリタ実行結果画面が複数個ある場合は、一括して表示されます。 

③ ：コンパイル結果 

コンパイル実行結果（Ｃ言語ソース・コード）の画面を呼び出します。 

④ ：すべて閉じる 

表示されているメイン・ウィンドウ画面以外の画面を全て、非表示にします。 

非表示にするだけで、特に処理上の変更は加えません。 
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２－５ ライブラリ画面の概要 

ライブラリは格納されているブロックの機能別にグループ化されております。それらの 

各グループについて概要を説明いたします。 

ライブラリの関数の具体的な内容は「Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍ ユーザーズ・マニュアル 関数編」 

をご参照下さい。 

 

 1：Source 群  信号を発生させるための関数ブロック群。 

  例：STEP：ステップ信号発生器、 SIN：正弦波発生器。 

 

 2：Display 群 シミュレーション結果を表示させるための表示用関数ブロック群 

  例：SCOPE１：オシロスコープ（１入力）、 NUM1：数値表示（1 入力）。 

 

 3：連続群 アナログ・システムに関する関数ブロック群 

  例：PID：ＰＩＤ制御器、 RK4：一次遅れ要素(ルンゲ・クッタ 4次法)。 

 

 4：I/O 群 各種ボードに対応した、I/O（データの入出力・変換処理）関数ブロック群 

  例：13600ADC：KENTAC13600 ボード用 A-D コンバータ。 

 

 5：離散群 

 

 6：非線形群 非線形システム（論理演算／スイッチングなど）に関する関数ブロック群 

  例：INVPEND：倒立振子、SW：切替スイッチ、AND：論理積演算。 

 

 7：整数群 整数形変数に関する関数ブロック群 

  例：INT＿ADD：整数加算、INT＿Ｉ：整数型積分制御など。 

 

 8：Math 群 数学的演算に関する関数ブロック群 

  例：ＳＱＥＴ：平方根など。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１８：ライブラリ画面 
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２－６ ブロック・ダイアグラムの作成 

基本操作の最初の段階として、エディタ画面上にブロック・ダイアグラムを作成する方法に 

ついて、説明いたします。 

0）前提事項 

1）ブロックの配置 

2）ブロックの移動 

3）ブロック間の結線 

4）ブロック及び線の削除 

5）ブロック・パラメータの設定 

6）コメントの配置 

7）ブロックの右クリック・メニュー 

 

０） 前提事項 

上記 1～6 の各処理に共通の留意事項について説明いたします。 

・画面上の座標と編集可能範囲。 

エディタでは、画面上のグリッドを単位として、処理を実行します。 

画面要素（ブロック／線など）はグリッドを基準として配置されます。 

新規作成時のエディタ画面の最左上部を座標原点（０,０）とし、画面右(→)／下(↓)方向を 

各々正とし、グリッド単位で座標を設定してあります。現在のカーソル位置の座標値が、画面 

左下に表示されます。 

グリッドの座標が(０，０)から(９９９９，９９９９)までの範囲がブロック・ダイアグラム 

を作成するために編集可能なエディタ画面上での領域で、特にキャンパス領域と呼びます。 

キャンパス領域には、通常は画面上にグリッドが表示されています。 

なお、キャンパス領域の範囲を超えた部分にも、カーソルの移動はできますが、 

ブロック／線などの画面要素を配置することはできません。その部分に画面要素の配置操作 

を行なった場合、自動的に最も近いキャンパス領域まで排除されます。ご注意下さい。 

 
図－１９：エディタ画面の座標と領域。 

外枠（画面要素配置禁止） 
(0,0)：座標原点

座標表示部分 

（キャンパス領域）
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（ブロック・ダイアグラム作成上の留意事項：前ページより続く。） 

 

・ ブロック・ダイアグラムは、データ・ファイルとして保存できます。 

保存の際のファイル拡張子名は[.ｋｔｃ]をご利用ください。 

また、Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍでは、ブロック・ダイアグラムのデータ・ファイル形式以外の 

ファイルを読み込むことはできません。 

 

・ 画面要素の表示の優先順位は、コメント・ブロック＞関数ブロック＞接続線の順です。 

（同じ位置に表示が重なった場合、この順位で画面表示されます。） 
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1）ブロックの追加 

エディタ画面上へのブロックの新規追加は【ライブラリ】 モードで可能です。 

 

図－２０－１：（編集モード：【ライブラリ】 モード） 

ライブラリ画面（図－１７参照）が画面表示されていない時は、「ライブラリ」ボタン：  

をクリックして、ライブラリ画面を表示します。 

ライブラリ画面上で希望のブロック（関数）を選択（クリック）します。次に、エディタ画面 

上の任意の場所をクリックすれば、選択したブロックがその場所に追加配置されます。この要領で、 

使用したいブロックをエディタ画面上の任意の箇所に配置し、追加していきます。 

【ライブラリ】 モード中は、エディタ画面のアクティブ・非アクティブに関わらず、表示さ 

れている全てのエディタ画面において、ブロックの追加処理を実行することができます。（ライブ 

ラリ画面がアクティブ・ウィンドウになります。） 

なお、選択中のブロックを解除する時はキーボードの「Ｅｓｃ」ボタンを押すか、動作モードを 

他のモードに切り替えて下さい。 

また、複数のブロックを同時に選択することはできません。 

       

①ライブラリ画面内で、     ②エディタ画面上の、ブロックを配置したい箇所を  
ブロックを選択します。     選択（クリック）します。 

   

③エディタ画面上にブロックが配置されます。   

図－２０－２：エディタ画面上へのブロックの配置操作 

+ (ここをクリック) 
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また、ライブラリ画面上でのブロックの選択（表示）にご注意ください。目的のブロックが 

正しく選択された場合、そのブロックの背景色が■に変化し、□の枠が表示されます。 

同時にそのブロックの内容説明がライブラリ画面下部に表示されます。 

マウス・カーソルをライブラリ画面上で移動しますと、それに伴い□の枠も移動します。 

□の枠を目的のブロックの位置まで移動し、そのブロックをクリックして、ブロックを選択します。 

一度選択されたブロックは、エディタ画面上に配置されるか、「ESC」キーにて選択を解除される 

まで有効です。 

         

(ブロックの選択状態①)     (ブロックの選択状態②)     (ブロックの未選択状態) 

図－２０－３：ライブラリ画面上でのブロックの選択の状態表示。 

 

なお、メニュー・バーの[ライブラリ]メニューには、ライブラリ画面と同じ構成のコマンド・ 

メニューが配置されております。そちらを利用する場合、操作は以下のようになります。 

① メニュー・バーの［ライブラリ］メニュー内から、追加したいブロック名を選択します。 

② メニュー・バーで選択したブロックが選択された状態で、ライブラリ画面が開きます。 

③ エディタ画面上でブロックを配置したい箇所を選択し、クリックします。 

④ ブロックが追加配置されます。 

 

     
図－２０－４：メニュー・バーからのブロック追加操作 

①選択 

②ライブラリ表示 ③/④ブロック追加 
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2）ブロックの移動 

ブロックを画面上で移動する場合は、まず、動作モードを【選択/移動】モード  にします。 

移動したいブロックを選択し、マウスのドラック＆ドロップ操作にて、エディタ画面上の 

任意の位置に移動させる事ができます。 

 

①動作モード：【選択/移動】 モード(メイン・ウィンドウ画面) 

 

 
②ブロックの移動（ドラッグ＆ドロップ操作）。 

 

図－２１：ブロックの移動操作 

 

但し、この操作でブロックを移動できるのは、同一ウィンドウのエディタ画面内のみです。 

他のエディタ・ウィンドウへブロックを移動させることはできません。 

また、ブロックの端子に線が接続されている場合、ブロックの移動に伴って線も移動します。 
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3）ブロック間の結線 

まず、動作モードを【接続線】 モードに切り替えます。 

ブロックの出力端子： ／ をリックしてから、他のブロックの入力端子： をクリック 

しますと、下図のようにブロックの端子の間が結線されます。 

なお、入力端子： をクリックしてから、出力端子： ／ をクリックしても同じです。 

また、出力端子・入力端子ともに、結線されていない端子は濃い色で表示されておりますので、 

結線済みの端子と見分けることができます。 

・出力端子の表示：結線前 → 結線後 。 

・入力端子の表示：結線前  → 結線後 。 

注意）結線済みの入力端子： に他の線を結線することはできません。 

また、ウィンドウが異なるエディタ画面上のブロック同士を結線することはできまぜん。 

 
① 動作モード：【接続線】 モードを選択。 

 

  

②ブロックの出力端子： をクリック。   ③結線先のブロックの入力端子： をクリック。 

④出力端子・入力端子の色が変化します。（ → 、 → ） 

ブロックの間が線で結ばれます。＝ブロック同士が接続されました。 

 

図－２２－１：ブロックの接続(結線)操作（基本） 
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この他にも以下に示す結線方法があります。 

 

1） 斜線による接続 

2） 折れ線による接続 

3） 分岐線（線の途中分岐） 

4） 分岐線（節からの分岐） 

 

斜線による結線操作は前述の方法と同じです。ブロックの出力端子： ／ をクリックし、 

別のブロックの入力端子： をクリックすれば、ブロックの端子間の最短距離が斜線で結線 

されます。入力端子への結線後は入力端子の色が → に変化します。 

 

（入力端子： から出力端子 ／ への結線も可能です。） 

 

図－２２－２：斜線による接続 
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折れ線による接続は次の手順になります。 

 

① 結線元のブロックの出力端子： ／ を選択（クリック）します。 

② 画面上で線の折れるグリッド位置までマウス・ドラッグするか、線の折れるグリッド位置を 

クリックします。 

③ 画面に節（ ● ）が表示され、出力端子： ／ との間が結線されます。 

④ 画面上で次の節の位置までマウス・ドラッグするか、次の節の位置をクリックします。 

⑤ 新たに画面上に節が追加され、１つ前の節との間が結線されます。 

⑥ 同様の操作を繰り返して、結線先のブロックの入力端子： まで結線します。 

⑦ 入力端子への結線後は入力端子の色が → に変化します。 

注意事項）線の節（ ● ）は、必ず画面のグリッド上に作成されます。 

線の端は特に（ ○ ）で表示されます。 

 

   
接続操作(１)（手順①～③：節の生成）    接続操作(２)（手順④、⑤：結線） 

 

 
接続操作(３)（手順⑥：結線） 

 

図－２２－３：折れ線による接続操作 
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分岐線（線の途中分岐）は、次の手順で実行します。 

① 分岐元の線の、分岐したい箇所を選択します。 

② その位置から線の結線操作（マウス・ドラッグ操作など）を実施し、分岐線を作成します。 

線の終端はブロックの入力端子に結線して下さい。 

③ 線の分岐位置には新たに節が生成され、表示されます。 

   
① 分岐位置の選択              ②分岐線作成例：(折れ線接続) 

 

図－２２－４：線の途中分岐操作 

 

生成された節 
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また、線の節から線を分岐させることもできます。 

 

① 【接続線】 モードにて、分岐する対象の節を選択します。 
② その節から線の結線操作（マウス・ドラッグ／ダブル・クリックなど）を実施し、 

分岐線を作成します。線の終端はブロックの入力端子に結線して下さい。 

 

 
①分岐する節を選択。 

 

 
②節からの線分岐。                (分岐結線部分) 

 

図－２２－５：節からの線分岐操作 

 

なお、線の節の作成は【接続線】 モードにて、任意の線上で節を作りたい位置をダブル・ 

クリックして実行します。 

但し、節は、画面で線と最近にある位置の、グリッド上に作成されるため、多少、作成 

される節の位置がずれる場合があります。また、そのために線が折れる場合もあります。 

ご了承ください。 
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① 節の位置を選択し、ダブル・クリック。 

 
② 節が作成／表示され、線が多少折れる。（節はグリッド上に生成される。） 

 

図－２２－６：節の作成（及び線の変化）。（拡大表示） 

+
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なお、Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍでは以下に示す結線方法を禁止してあります。 

 

１) 入力端子： への複数線の接続。 

（すなわち、結線前の入力端子： 以外への結線は禁止です。） 

２）出力端子から出力端子への接続。 

３）入力端子から入力端子への接続。 

なお、上記の結線の制限は、途中に線の節や分岐を含んでいても同様です。 

また、接続線はエディタ画面のキャンパス領域上に任意に作成できますが、 

ブロックの出力端子： と他のブロックの入力端子： とを接続したものでなければ、 

処理上の意味はありません。 

異なるブロックの入出力端子間をつなげていない線は、色が薄く表示され、 

更に端部に白点：○が表示されますので、エディタ画面上で見分けることができます。 

 

 

図－２２－７：接続線の有効／無効。 

 

・ [ツール]－[未使用線の削除]コマンドを実行すれば、画面上にある無効な接続線を一括 

して削除できます。 

＊有効な接続線とブロック 

＊無効な接続線の例 
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4）ブロック及び線の削除 

不要なブロック／線（画面要素）をエディタ画面上から削除するには、動作モードの【削除】  

モードを利用する方法と、メニュー･バーの[編集]－[削除]コマンドを利用する方法とがあります。 

動作モードの【削除】 モードは、画面要素を画面上から削除する専用モードです。 

選択したブロック／線を無条件に削除します。 

[削除]コマンドは、【選択/移動】モード  で実行可能なコマンドです。コマンド実行前に 

削除する対象のブロック／線を画面上で選択し、［削除］コマンドを実行して削除します。 

 

・削除処理の場合、関数ブロック／コメント・ブロックともに同様の扱いとなります。 

・一度削除した画面要素は、基本的に元に戻すことはできません。 

（メニュー・バーの［編集］－［元に戻す］コマンドの有効範囲を除きます。） 

 

４－1)【削除】モードの使用法 

最初に動作モードを、【削除】 モードに切り替えます。次に削除したいブロック／線を 

クリックすると、そのブロック／線が削除されます。【削除】 モードの間は、クリックした 

ブロック／線が無条件に削除されます。 

また、ブロックの入力／出力端子をクリックすれば、その端子に接続されている線を 

全て削除できます。 

さらに【削除】 モード中に画面上でドラッグ操作を行い、その範囲内に存在する 

ブロック／線を一括して削除することが可能です。 

 【削除】 モードによる処理を終了したい場合は、動作モードを他のモードに切り替えます。 

 

次に例示します。 
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・動作モード：【削除】 モードを選択。（共通操作） 

 

（原図） 

 

 

・ブロックをクリック→削除。        ・線をクリック→削除。 

 

図－２３－１：【削除】 モードによる削除操作(１) 

 

   

 

①削除する範囲を選択。（マウス・ドラッグ）  ②削除。 

 

図－２３－２：【削除】 モードによる削除操作(２)：複数ブロック／線の削除 
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①この端子： をクリック。         ②線の削除 

 

図－２３－３：【削除】 モードによる削除操作(３)：端子のクリックによる線の削除 

 

注意事項） 

･【削除】 モードのとき、ブロックの端子： ／ をダブル・クリックすると、 

そのブロックが削除されます。 



 

 
- 53 - 

４－２)［編集］－［削除］コマンドの使用法 

 

編集モードを【選択/移動】 モードにします。 

削除したいブロック／線を選択します。コマンドバーから[編集]－[削除]コマンドを選択し、 

実行すれば、選択したブロック／線を削除できます。複数のブロック／線が選択されていれば、 

選択されている全てのブロック／線が一括して削除されます。 

 

・編集モード：【選択/移動】 モードを選択。(共通) 

 

  
①削除するブロックを選択          ②[削除]コマンドを実行→削除。 

図－２４－１：[削除]コマンドによる削除操作(１)：ブロックの削除。 

 

  
①削除する線を選択             ②[削除]コマンドを実行→削除。 

 

図－２４－２：[削除]コマンドによる削除操作(２)：線の削除。
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①削除するブロック／線を複数個、選択。   ②[削除]コマンドの実行→削除。 

 

図－２４－３：[削除]コマンドによる削除操作(３)：複数ブロック／線の削除 
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5）ブロック・パラメータの設定 

各ブロックは処理用の関数を内蔵しており、各種のデータを含んでおります。それらを調整し、 

シミュレーション・モデル／コンパイル・ソース・モデルとして最適なブロック・ダイアグラム 

を作成します。 

 

エディタ画面上のブロックをダブル・クリックしますと、画面上に「ブロック内容」という 

画面が表示され、選択したブロックのデータ項目が表示されます。 

表示される項目は以下の通りです。 

 

１、名称 

 ブロックの名称です。ユーザにより、ブロックごとに設定可能です。 

「初期化」ボタンでライブラリ画面に登録・表示されている既定値に戻ります。 

 

２、説明 

 各ブロックが実行する処理を詳細に説明しています。 

 

３、プロパティ 

 各ブロック固有のパラメータ・データの値です。ユーザによる設定が可能。 

「初期化」ボタンで既定値に戻ります。 

 

４、入力端子名 

 各ブロックの入力端子： （入力信号）の呼称です。ユーザにより任意の 

名称を設定／変更可能です。 

「接続先から取得」ボタンで接続先の出力端子名を自動取得し、表示します。 

「初期化」ボタンで既定値に戻ります。 

 

５、出力端子名 

 各ブロックの出力端子： （出力信号）の呼称です。ユーザにより任意の 

名称を設定／変更可能です。 

「初期化」ボタンで既定値に戻ります。 

 

６、実行ディレイサイクル 
 複数サイクルでの実行時の、ブロックごとの実行サイクルを指定しています。 

ユーザによる設定が可能です。 
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図－２５：ブロック内容表示画面(例：ＲＫ４ブロック) 

 

通常は、プロパティ部分に表示されているパラメータ項目の各値を設定していきます。 

なお、最初にブロックを画面上に配置した状態では、ブロックの各項目には、既定の初期値が 

設定されております。 

 

図－２５で例示されているＲＫ４ブロックの場合、プロパティ・データとして、一次遅れ系の 

時定数：ｔａｕ[ｓｅｃ]の値が設定できます。（図－２５では、ｔａｕ＝５に設定されています。） 

また、入力端子名（規定値：”input : 入力”）と出力端子名（規定値：“output : 出力”） 

を設定できます。 

各所パラメータの設定が完了しましたら、「ＯＫ」ボタンにてエディタ画面に戻ります。 

 

以下、同様にブロック・ダイアグラム上の各ブロックでパラメータの設定を実行します。 
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６）コメントの配置 

ブロック・ダイアグラム上にコメントを配置したいときに実施します。 

コメントはブロック・ダイアグラムの任意の箇所に配置可能な文字列データです。 

 

６－１）コメント・ブロックの生成。 

・編集モードを【コメント】モード  に切り替えます。画面上のカーソルの形が切り替わります。 

・ブロック・ダイアグラム（エディタ画面）上の、コメントを入力したい箇所をクリックします。

コメント入力用のブロック（コメント・ブロック）が表示されます。 

・コメント・ブロックのサイズは【選択/移動】モード  にて調整可能です。 

ブロックの上下左右の枠線部分をドラッグして調整します。 

・コメント・ブロックの入力時に、マウス・ドラッグ操作を実行すれば、その大きさの 

コメント・ブロックを作成できます。 

・コメント・ブロックの移動／削除などの操作は、他の画面要素と同様です。 

 

 
①編集モード：【コメント】モードを選択。 

    

②コメント・ブロックの挿入箇所をクリック。      ③「コメントの入力」画面の表示。 

        

④ コメント文字列を入力し、            ⑤単位サイズのコメント・ブロックが表示／配置 

「ＯＫ」をクリック。         されます。 

 

図－２６－１：コメント・ブロックの作成手順（１／２）（次頁へ続く。） 
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（前頁より続く） 

 

⑥【選択/移動】モード： にて、コメント・ブロックを選択します。 

 

（拡大表示） 

⑦【選択/移動】 モード にて、ブロックの外枠にカーソルを合わせ、 

マウス・ドラッグすれば、その方向にコメント・ブロックのサイズを調整できます。 

入力した文字列が表示されるように、コメント・ブロックのサイズを調整します。 

 

⑧【選択/移動】 モードにて、コメント・ブロックの内部にカーソルを合わせ、 

マウス・ドラッグすると、コメント・ブロックが画面上を移動します。 

（この場合はサイズの変更はありません。御注意下さい。） 

 

 

⑨コメント・ブロックの完成です。 

 

図－２６－１：コメント・ブロックの作成手順①（２／２） 

 

(サイズ調整) 
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また、コメント・ブロックのサイズを先に決定する入力方法もあります。 

 

 
①編集モード：【コメント】モードを選択。 
 

    
① 画面上でコメント・ブロック・サイズの    ③「コメントの入力」画面の表示。 

範囲をマウス・ドラッグします。 

   

       

④コメント（“ＳＩＮ（正弦波）”）    ⑤設定したサイズのコメント・ブロックが 

を入力し、「ＯＫ」をクリック。      表示されます。 

          

図－２６－２：コメント・ブロックの入力手順② 

 

注意事項） 

・一度入力したコメント・ブロックの大きさを変更したい場合は、【選択/移動】 モードにて 

ブロックの外枠にカーソルを合わせてマウス・ドラッグして下さい。（図－２６－１⑤参照） 

・コメント・ブロックは同じ箇所に重ねて配置することが可能です。 
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６－２）コメント文字列の入力法 

 

既に紹介しましたが、コメントの文字列の入力法について、詳細を紹介します。 

【選択/移動】 モードにて、対象のコメント・ブロックを選択し、ダブル・クリックします。 

コメント入力の専用画面が開きます。 

 

図－２７：コメント入力専用画面 

 

画面のパラメータ／ボタンは次の通りです。 

 

①［コメント］ボックス 

このテキスト・ボックス内にコメントの文字列を入力していきます。文字列の入力は、 
通常のテキスト文字列の入力操作で可能です。 
 

①[矢印開始位置](選択チェック・ボックス) 

コメント・ブロックから矢線(→)を引く場合の、コメント・ブロック側の矢線の開始位置を 

指定します。各点がそれぞれ、ブロックの頂点、各辺の中点、及び中心点に対応しています。 

矢線を表示しない場合は[表示しない]のボタンを選択します。 

矢線を表示する場合は次の規則で実行されます。 

・ 矢線がすでに引かれている場合は、既定の開始位置に線の始点が移動します。 

・ 矢線が引かれていない場合は、選択した表示開始位置から、ブロックの外側の 

一定の位置まで矢線が作成されます。 
 

     
①コメントの入力画面         ②エディタ画面表示 
図－２８－１：コメントの矢線設定操作（矢線を表示しない場合） 
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①･ 矢印開始位置の指定           ②画面表示 

      

③矢印開始位置を変更。           ④画面表示(設定変更後) 

 

   

⑤コメント・ブロックのサイズを変更。    ⑥矢線の終点位置を変更。 

(矢線の終点をマウス・ドラッグする。) 

図－２８－１：コメントの矢線設定操作(例) 

 

注意事項） 

① 同じコメント・ブロックから複数の矢線を引くことはできません。 

② コメント・ブロックが削除されると、付属の矢線も共に削除されます。 

③ コメント・ブロックの矢線を削除する場合は、該当のコメント・ブロックにて、 

コメント入力専用画面を呼び出し、[矢印開始位置]の項を[表示しない]と設定して下さい。 

④ コメント・ブロックの表示上の優先度は他の画面要素（関数ブロック／接続線）よりも高い 

ので、コメント表示により、画面上で他の画面要素が隠れてしまう場合があります。 

⑤ コメント・ブロックの矢線は表示の優先度がブロック本体より低いので、矢線がコメント・ 

ブロックの下に隠れてしまう場合があります。 
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②[文字] 

・[フォント指定]ボタン 

エディタ画面上に表示されるコメント・ブロックのフォントを指定します。 

[フォント指定]ボタンをクリックすると、次の画面が表示されます。 

 

図－２９－１：フォント指定（コメント入力） 

 

上記の画面上でフォント表示に関する、それぞれのパラメータを指定します。 

（パラメータの設定によっては、表示の「文字化け」や、 

コメントの表示枠内から文字がはみ出す、などの事象が起こり得ますので、ご注意下さい。） 

設定が終わったら、「ＯＫ」ボタンでコメント入力画面に戻ります。 

 

フォントの指定は、コメント・ブロックごとに設定できます。 
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・[縦位置調整]（チェック・ボックス） 

コメントの文字列の表示位置をグリッドに合わせるように調整します。コメントの文字列の 

下部を、間近のグリッドに合わせて表示するように文字列の表示位置を調整します。 

 

        

①コメントの選択（【選択/移動モード】）         ②[縦位置調整]の 

チェック・ボックスをチェック。 

 

③コメント表示の調整後（コメント文字列がグリッド位置に整列表示されます。） 

 

図－２９－２：コメント表示の縦位置調整処理。 

 

なお、縦位置調整処理は、コメント・ブロックごとに有効／無効の設定が可能です。 

また、[縦位置調整]のチェック・ボックスが選択されていれば、コメント・ブロックを移動しても 

有効です。 

 

「ＯＫ」ボタン：コメント・ブロックへの入力設定を確定し、この画面の処理を終了します。 

 

「元に戻す」ボタン：コメント・ブロックへの入力設定を解除し、入力専用画面が開かれた 

時点の設定に戻します。入力処理は継続します。 

 

「キャンセル」ボタン：コメント・ブロックへの入力設定を取り消し、コメント入力画面の処理を 

終了します。 

｝間近の 
グリッド 



 

 
- 64 - 

７)右クリック・メニュー 

 

【選択/移動】モード  中にエディタ画面上で右クリックをすると、その場で独自の 

メニュー・コマンド・リストが表示されます。特にエディタの編集処理中に便利なコマンドを 

集めたものです。表示項目は次の通りです。 

 

 
図－３０：エディタ画面の右クリック・メニュー 

 

①メインメニュー：メインメニュー画面を呼び出します。 

②ライブラリ呼び出し：ライブラリ画面を呼び出します。 

③[編集モード]選択/移動：編集モードを選択/移動モードへ切り替えます。 

④[編集モード]線：編集モードを接続線モードへ切り替えます。 

③[編集モード]コメント：編集モードをコメント・モードへ切り替えます。 

④[編集モード]削除：編集モードを削除モードへ切り替えます。 

⑤[単独/範囲]切り取り：選択した範囲の画面要素の「切り取り」操作を実行します。 

メニュー・バーの[編集]－[切り取り]コマンドと等価です。 

⑥[単独/範囲]コピー：選択した範囲の画面要素の「コピー」操作を実行します。 

メニュー・バーの[編集]－[コピー]と等価です。 

⑦[単独/範囲]貼り付け：コピーもしくは切り取り操作をした画面要素を画面に貼り付けます。 

メニュー・バーの[編集]－[貼り付け]コマンドと違い、選択した画面上の場所に画面要素 

を貼り付けることができます。 

⑧[単独/範囲]削除：選択した範囲の画面要素を削除します。 

メニュー・バーの[編集]－[削除]コマンドと等価です。 

⑨すべて選択：画面上の画面要素を全て選択します。 

メニュー・バーの[編集]－[すべて選択]コマンドと等価です。 
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⑩[ブロック単独]時計９０度回転 

選択した関数ブロックの表示方向を時計回り（右回転）に９０°、回転させて表示します。 

ブロックに線が接続されている場合は、回転にともない、線も移動します。 

ブロック単独での操作です。(関数ブロック上での右クリック時にのみ、有効です。) 

⑪[ブロック単独]１８０度回転 

選択した関数ブロックの表示方向を１８０°、反転させて表示します。 

ブロックに線が接続されている場合は、ブロックの反転にともない、線も移動します。 

ブロック単独での操作です。(関数ブロック上での右クリック時にのみ、有効です。) 

⑫[ブロック単独]反時計９０度回転 

選択した関数ブロックの表示方向を反時計回り（左回転）に９０°、回転させて表示します。 

ブロックに線が接続されている場合は、ブロックの回転にともない、線も移動します。 

ブロック単独での操作です。(関数ブロック上での右クリック時にのみ、有効です。) 

 

   
（原図）                  ①時計９０度回転 

 

   
②１８０度反転               ③反時計９０度回転 

 

図－３１：ブロックの回転操作 

 

注意事項） 

・ブロックを回転させると、そのブロックの入力端子／出力端子に結合している線もそれに伴って 

移動するため、線がブロックで隠れてしまうような場合があります。 

・複数の端子を持つブロックの場合、ブロックの回転に伴う、各端子の位置の変化にご注意下さい。 

･ブロックの回転の角度はその時点のブロックの位置を基準とした相対的なものです。 
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⑫[ブロック単独]実行順序変更 

関数ブロックの実行順序を変更します。メニュー・バーの[実行]－[実行順序変更]コマンドと 

等価です。但し、こちらは直接、関数ブロックを選択して実行するため、[実行]－[実行順序変 

更]コマンドと比べ、処理が簡略化されています。 

（[実行]－[実行順序変更]コマンドでは、最初に変更対象の実行順序＝関数ブロックを指定する 

処理が必要ですが、こちらはブロック既に選択されているため、不要です。） 

なお、[実行順序変更]の処理についての詳細は、２－４－１項５）[実行]メニュー内の[実行順序 

変更]の項をご参照ください。 

 

     

①実行順序値の入力画面が表示。        ②実行順序の変更値を入力。 

（現在値及び、設定可能範囲の値が表示）     （ＯＫボタンをクリックして設定） 

 

図－３２：実行順序変更処理手順（［右クリック］－［ブロック単独］－［実行順序変更］） 
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２－７ インタープリタ（シミュレーション） 

２－７－１ インタープリタの設定 

エディタで作成したブロック・ダイアグラムを基にシミュレーション処理を実行するための 
機能を「インタープリタ」と呼びます。はじめにインタープリタの処理設定を実行します。 
 

メニュー・バーで[実行]－[インタープリタの設定]コマンドを実行すると、設定画面が開きます。 

 

図－３３：インタープリタ設定画面（例） 

 

以下がユーザによる設定項目です。ユーザにより設定された項目は、Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍが 

終了するか、ユーザが再度、設定を変更するまで有効です。 

 

①終了時間 

シミュレーションの終了時間です。Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍのシミュレーションは０[sec]から開始 

され、ここで設定した時間まで実行されます。 

 

②刻み時間 

シミュレーションの実行時の刻み時間（≡単位時間あたりの処理回数の逆数値）の設定です。 

この時間値を小さく設定すると、シミュレーションの精度は向上しますが、処理に必要な 

データ領域をより多く必要とし、処理時間もより多く必要になります。 

 一方、この時間値を大きく設定すると、処理に必要なデータ領域は小さくなり、処理速度も 

向上しますが、シミュレーションの精度は低下します。 

 

なお、上記①／②項にいう「時間」とは、シミュレーション処理の時間軸上での時間経過であり、 

実際の時間／時刻の経過とは関係ありません。 

 

③表示周期 

シミュレーション画面での表示周期の設定。画面への出力表示処理の実行周期の設定です。 

この値が大きいほど、画面表示の速度は小さくなり、見た目の実行速度は減少します。 
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④表示１回毎の実行回数 

１表示周期中に実行する処理回数の設定。画面出力の 1表示周期の間に、実際の処理が何回 

実行されるか、の設定です。この値が大きいほど、画面表示の速度が大きくなり、見た目の 

実行速度は向上します。 

 

⑤無限実行(チェック・ボックス) 

処理を開始した場合、中断／終了しない限り、無限に実行を続ける設定です。 

チェック・ボックスがＯＮで有効になります。 

 

⑥白いバックグラウンド(チェック・ボックス) 

処理結果の表示用オシロ・スコープ画面の背景色を白色（既定は黒色）に変える設定です。 

チェック・ボックスがＯＮで有効になります。設定後に出力される全てのスコープ画面に適用 

されます。（このチェック・ボックスをＯＦＦにすると、既定の設定：黒色に戻ります。） 

 
既定（背景：黒色） 

  
白いバックグラウンド（背景：白色） 

 

図－３４：スコープ画面のバック・グラウンド（背景色）の設定  

 

各パラメータの設定が完了しましたら、「戻る」ボタンにてエディタ画面に戻ってください。 
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２－７－２ インタープリタの実行 

 

ブロック・ダイアグラムの作成が完了し、各ブロックとインタープリタの設定が完了したら、 

インタープリタを起動して、シミュレーションを実行します。 

そのシミュレーション結果を元に、各パラメータの調整を行うことができます。 

 

まずは簡単なブロック・ダイアグラムを作成します。（図－３５） 

 

ちなみに図－３５で例示したブロック・ダイアグラムは、ＳＩＮブロック：正弦波発生器の出力 

と、それをＲＫ４ブロック：ルンゲ・クッタ４次法による一次遅れ要素を経由した結果とを、 

各々、ＳＣＯＰＥ２ブロック：２入力型オシロ・スコープに入力し、双方を同時に計測・表示 

するものです。 

 

 

図－３５：ブロック・ダイアグラムの例 
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図－３５内のＳＩＮブロック／ＲＫ４ブロックの設定（例）を以下に示します。 

   

（ＳＩＮブロック）             （ＲＫ４ブロック） 

図－３６：ブロック・ダイアグラム(図－３５)の各ブロックの初期設定 

 

ちなみにＳＩＮブロックは周波数＝１０[Ｈｚ]、最大値＝１[Ｖ]の設定、 

ＲＫ４ブロックは時定数＝０.０５[ｓｅｃ]の設定です。 
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インタープリタ処理では処理結果を表示するために、ブロック・ダイアグラム内に 

Ｄｉｓｐｌａｙ群の関数ブロックが存在し、その内容が正常な設定になっていなかればなりません。 

特にオシロ・スコープ型のブロックの設定法を説明します。 

（図－３５内のＳＣＯＰＥ２型ブロックを例とします。） 

 

① 図－３５のエディタ画面上で、ＳＣＯＰＥ２ブロックをダブル・クリックし、 

［ブロック内容］画面（図－３７参照）を開きます。 

 

② プロパティ・データ各項を設定していきます。 

（プロパティ・データの内容はスコープ・ブロック各種共通です。表示が多少違う場合が 

あります。） 

 

ｔｍｉｎ ：時間軸最小値[sec]：スコープ表示処理の開始時間を示す。 

ｔｍａｘ ：時間軸最大値[sec]；スコープ表示処理の終了時間を示す。 

ｔｇｒｉｄ：時間軸目盛り刻み[sec]：スコープ時間軸（横軸）方向のグリッド値。 

０（ゼロ値）入力で、スコープ表示動作が自動動作となります。 

ｙｍｉｎ１ ：左ｙ軸最小値：入力１に対応するＹ軸（画面左端表示）の表示最小値。 

ｙｍａｘ１ ：左ｙ軸最大値：入力１に対応するＹ軸（画面左端表示）の表示最大値。 

ｙｇｒｉｄ１：左ｙ軸目盛り刻み：入力１に対応するＹ軸（画面左端表示）の表示グリッド値。 

０（ゼロ値）入力で、スコープ表示動作が自動動作となります。 
ｙｍｉｎ２ ：右ｙ軸最小値：入力２に対応するＹ軸（画面右端表示）の表示最小値。 

ｙｍａｘ２ ：右ｙ軸最大値：入力２に対応するＹ軸（画面右端表示）の表示最大値。 

ｙｇｒｉｄ２：右ｙ軸目盛り刻み：入力２に対応するＹ軸（画面右端表示）の表示グリッド値。 

０（ゼロ値）入力で、スコープ表示動作が自動動作となります。 

ＳｃｏｐｅＮｏ：スコープ番号：スコープ・ブロックの特定値。ユーザによる変更は不可です。 

ｂｕｆｆｓｉｚｅ：データ数（１入力あたり） 

：画面上で表示処理されるデータの総数。（関数がデータを受け取り、処理するために必要な 

バッファ・サイズを表わします。）自動設定されます。ユーザによる変更は不可です。 

 

＊プロパティ・データ設定上の制限事項。 

① スコープの自動動作時以外は、各値ごとに最大値＞最小値とすること。 

② ｔｍａｘの値は、[インタープリタ設定]の[終了時間]の値を超えないこと。 

③ スコ－プの目盛り刻み各値に０(ゼロ値：既定)を設定した場合、 

表示動作は自動となります。 
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図－３７：ＳＣＯＰＥ２ブロック設定。（ブロック内容画面） 

 

 

図－３８：インタープリタ設定画面 
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＊ブロックの入力端子名を任意に変更できます。 

スコープ・ブロックの場合は入力端子名も画面表示されますので、入力対象のデータ名を入力 

端子名として指定し、画面表示することなどもできます。 

まず、ＳＣＯＯＰＥ２ブロックのブロック内容画面を開きます。 

 

 

図－３９－１：ＳＣＯＰＥ２ブロック 

（ブロック内容画面：図－３７一部再掲） 
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① 名称を変更する入力端子を選択（クリック）します。（input : 入力１を選択します。） 

 

図－３９－２：入力端子（input : 入力１）を選択。 
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② 画面にメッセージと入力領域が表示されます。変更する端子の名称（信号名）を入力して、 

「ＯＫ」をクリックして下さい。選択した入力端子の名称が変更して表示されます。 

 

     

（端子名入力前：既定値表示）          （端子名変更入力後） 

図－３９－３：端子名の入力用メッセージ 

 

 

図－３９－４：ブロック内容画面例：（入力端子名変更後） 

“input : 入力１”→“SIN 基本波”と変更されます。 

⇒
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③ 同様に“input : 入力２”の端子名を“SIN*RK4 波”と変更します。 

 

図－３９－５：ブロック内容画面例：（入力端子名変更後） 
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インタープリタを起動する場合は、まず、対応するブロック・ダイアグラムが表示されている 

エディタ画面をアクティブな状態にした上で、メイン・ウィンドウ画面のツール・バーから 

 ：［高速実行］ボタンを押下するか、メニュー・バーから、[実行]－[高速実行]コマンドを 

実行します。 

 
①ツール・バー（インタープリタ実行前） 

 

②インタープリタ実行中のツール・バー表示（エディタ・ボタングループは無効） 

図－４０：メイン・ウィンドウ画面 

 

実行が開始されると、インタープリタの実行画面（スコープ画面など）が表示され、 

メイン・ウィンドウ上の実行時間表示が変化を開始します。また、インタープリタの実行中は 

エディタ画面の編集に関する処理はロックされるため、メイン・ウィンドウ画面の表示状態も 

変化します。（図－４０参照） 

各ブロックで設定したパラメータ及び、インタープリタの設定に従い、メイン・ウィンドウ上に

表示される実行時間の変化に同期して、シミュレーションが実行されます。その結果がスコープ 

画面上にリアルタイム・グラフの形式で表示されます。 

 

 
図－４１：インタープリタ実行結果の例 
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なお、インタープリタの実行が終了した後に、スコープ画面上で表示用のスコープ・データを 

変更して、表示されている波形データの拡大及び縮小、表示の時間軸方向の移動などが実行でき 

ます。ただし、この画面上でデータを変更しても、元の設定データは変更されません。 

また、一度インタープリタ処理（シミュレーション）を実行した後の結果表示であるため、 

インタープリタの実行時間の項で設定した値を超えた時間範囲については、表示することは 

できません。ご注意ください。 

 

インタープリタ実行時の注意事項） 

① インタープリタの実行処理のとき、シミュレーションの結果を表示させるには、ブロック・ 

ダイアグラム内に１個以上のＤｉｓｐｌａｙ群の関数ブロックが表示されており、かつ、 

他のブロックと信号を授受できる形式で結合されていること、すなわちＤｉｓｐｌａｙ群の 

関数ブロックの入力端子： と他の関数ブロックの出力端子： とが確実に接続（結線） 

されていること、及びＤｉｓｐｌａｙ群の関数と観測対象のデータとの整合が取れていること 

が必要です。ブロック・ダイアグラムから出力されるデータの範囲が事前に分からない場合 

には、スコープ関数の観測範囲の自動設定機能を用いて下さい。 

 

② エディタ画面上にブロックが何もない状態では、インタープリタは起動しません。 

ご注意ください。 (エラー扱いとして、メッセージを表示します。) 

 

③ エディタ画面上にスコープ・ブロックがないとインタープリタは起動しません。 

ご注意ください。 (エラー扱いとして、メッセージを表示します。) 
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２－７－３ インタープリタの実行画面（スコープ画面） 

インタープリタの実行処理を表示する画面について、説明します。 

インタープリタの出力は、仮想的なオシロ・スコープ画面に出力されるもの（ＳＣＯＰＥ類関数 

及び、ＩＮＶＰＥＮＤ関数）と、エディタ画面上で直接、表示／出力されるもの（ＢＡＲ1 関数／

ＭＵＮ１関数）とに分類されます。 

前者の出力表示用のオシロ・スコープ画面を以下に示します。（図－４１：再掲） 

 

 

図－４１：再掲 

 

図－４１の実行結果では、図－３５のＳＩＮブロックからの正弦波信号出力（入力１）と、 

それを 1 次遅れ要素ＲＫ4 ブロックに通した後の波形（入力２）との対比が分かります。 

 

画面上を見ると、グラフ表示の下に、入力１（左）／入力２（右）、及び時間軸（横）[Sec]の 

があります。入力 1／入力２は各々の入力データ（縦軸）、時間軸（横軸）は時間経過です。 

画面中の要素は次のようになります。 

 

･端子名 

スコープの入力端子ごとにユーザが設定した名称が表示されます。 

（図－４１の場合は入力１：“SIN 基本波”、入力２：“SIN*RK4 波”です。） 

特に設定されていなければ、既定の入力端子名が表示されます。 

 

･最大値／最小値／グリッド幅 

画面各軸のそれぞれの値です。スコープ・ブロックのプロパティで設定した値になります。 

自動設定を選択された場合は値を確認されてください。 

具体的には次の値になります。 

①入力１(左)：ブロックの入力端子 1 への入力データのＹ軸表示用設定値。 

・画面左側のグリッドを使用します。 

・スコープ出力は緑の実線で表示されます。 

・対応するブロック入力端子の名称が表示されます。 

（入力端子名は任意の名称に変更可能です。） 
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②入力２(右)：ブロックの入力端子２への入力データのＹ軸表示用設定値。 

・画面右側のグリッドを使用します。 

・スコープ出力は赤の実線で表示されます。 

・対応する入力端子の名称が表示されます。 

（入力端子名は任意の名称に変更可能です。） 

 

③時間軸(Ｓｅｃ)：オシロ・スコープの横軸＝時間軸の表示用設定値。 

ブロックのプロパティ・データにより、各値を設定します。 

単位は[Ｓｅｃ]。入力１／入力２共通です。 

 

また、スコープ画面上の時間軸と左右のＹ軸には、各々の最大値と最小値が画面表示されます。 

 

･[白い背景色]チェックボックス 

処理結果のスコープ画面の背景色を白色（既定は黒色）に変える設定です。 

チェック・ボックスがＯＮで有効になります。このチェック・ボックスをＯＦＦにすると、 

既定の設定：黒色に戻ります。スコープ画面ごとに設定が可能です。 

 

･[画像を保存]ボタン 

スコープ表示されている画像をビット・マップ[.ｂｍｐ]形式のファイルとして保存します。 

背景色の指定も反映されます。 

 

･［隠す］ボタン 

選択したスコープ画面を非表示にします。[ウィンドウ]－[スコープ]コマンドか、 

［画面表示］－［実行結果］ボタン： のクリックで再表示が可能です。 

 
･［閉じる］ボタン 
選択したスコープ画面を消去します。メモリ上から消去しますので再表示はできません。 
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･入力表示切り替え 
入力データ（端子番号）に対応するボタンをクリックすることで、スコープ画面のデータの 
表示／非表示を切り替えることができます。（下図参照） 

 
（原図：図－４１再掲） 

①ボタン ：をクリック。 

 

②入力 1 のデータが非表示になる。同時にボタン が へ変色します。 

③再度ボタン ：をクリック。 

 
図－４２（１／２）：入力表示切り替え処理 

（次頁へ続く。） 
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（前頁より続く。） 

 
④入力 1 のデータが再表示される。 

 同時にボタン が へ、変色します。 

 
図－４２（２／２）：入力表示切り替え処理 

 

上記の件では入力１のデータに関しての操作のみを見てきましたが、入力２に関しても、 

同様の処理／操作が可能です。 

また、他のオシロ・スコープ型ブロックでも同様に、入力データごとの処理／操作が可能です。
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２－７－４ インタープリタの実行画面（スコープ画面以外） 

インタープリタ処理に用いる、スコープ関数ブロック以外のＤｉｓｐｌａｙ群関数ブロックの 

概要を紹介します。 

 

① ＢＡＲ１関数ブロック 

１入力バーグラフ表示のブロックです。 

エディタ画面のブロックに入力された値を直接、リアルタイムにバーグラフ表示します。 

終了後は最後の値を保持します。 

 

② ＮＵＭ１関数ブロック 

１入力数値表示のブロックです。 

エディタ画面のブロックに入力された値を直接、リアルタイムに数値表示します。 

終了後は最後の値を保持します。表示数値は実数値となります。 

 

図－４３：ＢＡＲ１ブロックとＭＵＭ１ブロックの表示例。 

 

上記のブロックはエディタ画面上にて直接、表示処理を実行するため、スコープ・ブロック 

などと併用される場合には、実行中に表示が他の画面などの下に隠れてしまう場合があります。 

ご注意ください。 
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２‐８ コンパイラ（Ｃ言語ソース・コード生成） 

２－８－１：コンパイル処理 

エディタで作成したブロック・ダイアグラムのシュミレーションモデルとしての動作確認が 

終了したら、コンパイラを起動して、ブロック・ダイアグラムから対応するＣ言語のソース・ 

コードを生成します。（コンパイル処理） 

まず、対応するブロック・ダイアグラムのエディタ画面を選択して下さい。 

コンパイル処理は、メニュー・バーの[実行]－［コンパイル］を選択するか、ツール・バーの 

：コンパイル・ボタンをクリックして起動します。 

エディタ画面上のブロック・ダイアグラムがＣ言語ソース・コードに変換され、表示されます。 

ここでは図－３５のブロック・ダイアグラムを用いてコンパイル処理を実行してみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３５：（再掲） 

 

上記の要領でコンパイル処理を起動します。 

図－３５のブロック・ダイアグラムのあるエディタ画面をアクティブとして、 

［実行］－［コンパイル］コマンドを実行するか、 

「コンパイル」ボタンをクリックします。 

 

  図－４４－１：コンパイラ起動（［実行］－［コンパイル］コマンド実行） 

 



 

 
- 85 - 

 

 
図－４４－２：コンパイラ起動（ツール・バーの「コンパイル」・ボタン） 

 
コンパイラによるコンパイル処理が起動され、以下の画面が新規に表示されます。 

図－３５のブロック・ダイアグラムの内容をＣ言語で表現するソース・コードの表示画面です。 

 

図－４５：コンパイル実行結果の表示画面 
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なお、コンパイル処理により図－３５のブロック・ダイアグラムから得られる、Ｃ言語ソース・ 

リストの全文を次に示します。（パラメータの設定値により、内容に変動があります。） 

 

リスト 1：図－３５のコンパイル実行結果（１／２） 

 

///////////////////////////////////////////// 

//  Simtrol-m by SHOWA DENGYOSHA CO.,LTD.  // 

///////////////////////////////////////////// 

// 

// 作成元ファイル名：[正弦波.ktc] 

// 

// 作成日時：[2006/06/13 17:48] 

// 

 

//////////////// 

// 変数の宣言 // 

//////////////// 

 

// 線変数の宣言 

float x1;  float x2; 

 

// スコープ類の変数宣言 

int counter2; 

int dataSize2; 

float data2[2000]; 

 

// プロパティ・データ領域の宣言 

float pro1[4],  pro2[11],  pro3[1]; 

 

// 処理用変数の宣言 

int err;     // エラー処理用変数 

 

////////////////// 

// 変数の初期化 // 

////////////////// 

 

x1 = 0;  x2 = 0; 

counter2 = 0; 

dataSize2 = 2000; 

 

////////////////////////// 

// プロパティー値の設定 // 

////////////////////////// 

 

//SIN : 正弦波発生器 

pro1[0] = 100;        // frequency : 周波数[Hz] 

pro1[1] = 0;          // phase : 位相[rad] 

pro1[2] = 1;          // vmax : 最大値[V] 
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リスト１：図－３５のコンパイル実行結果（２／２）

 

pro1[3] = 0;          // delay : 遅延時間[sec] 

 

//SCOPE2 : オシロスコープ(２入力) 

pro2[0] = 0;          // tmin : 時間軸最小値[sec] 

pro2[1] = 10;         // tmax : 時間軸最大値[sec] 

pro2[2] = 1;          // tgrid : 時間軸目盛り刻み[sec] 

pro2[3] = 0;          // ymin1 : 左 y 軸最小値 

pro2[4] = 1;          // ymax1 : 左 y 軸最大値 

pro2[5] = 0.1;        // ygrid1 : 左 y 軸目盛り刻み 

pro2[6] = 0;          // ymin2 : 右 y 軸最小値 

pro2[7] = 1;          // ymax2 : 右 y 軸最大値 

pro2[8] = 0.1;        // ygrid2 : 右 y 軸目盛り刻み 

pro2[9] = 1;          // ScopeNo : スコープ番号 

pro2[10] = 2000;      // buffsize : データ数(１入力あたり) 

 

//RK4 : １次遅れ要素(ルンゲ・クッタ４次法) 

pro3[0] = 0.004;      // tau：時定数[sec] 

 

err = 0;     // エラー変数の初期化 

 

////////////// 

// 実行処理 // 

////////////// 

 

fn_sin( pro1, &x1, &err );                // SIN : 正弦波発生器 

fn_scope2( x1, x2, pro2, &counter2, dataSize2, data2, &err ); 

  // SCOPE2 : オシロスコープ(２入力) 

fn_rk4( x1, pro3, &x2, &err );            // RK4 : １次遅れ要素(ルンゲ・クッタ４次法) 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

コンパイル処理で生成されるＣ言語のソース・コードは、ＡＮＳＩ規格に準拠しているため、 

ほとんどのＣ言語コンパイラで直接、使用することが可能です。 

但し、他のコンパイラ/システムでの利用を前提にしているため、プリ・プロセッサやヘッダー 

・ファイルの宣言など、システムごとに異なる部分は含まれておりませんのでご注意下さい。 

（そのため、Ｃ言語・プログラムとして完全な形式になっておりません。） 

 

ソース・コードに付加されているコメントは、変数や関数の内容を表す目的で自動生成されま 

す。このコメントを削除してソース・コードを生成することも可能です。（詳細は２－８－３節を 

参照。） 

 

なお、出力されたソース・コードは、コンパイル実行結果画面のメニュー・バーの[ファイル] 

－[保存]コマンドにより、任意のファイル名で保存することができます。 
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また、コンパイラの実行結果画面はテキスト・エディタ機能を持っており、その場でのソース・

コードの編集も可能です。 

但し、ソース・コードの内容を変更されても、ブロック・ダイアグラムの内容や、インタープ 

リタの設定内容が変更されることはありません。 

反対に、ブロック・ダイアグラムの内容を変更された場合、その変更内容をソース・コードに 

反映させるためには、コンパイル処理を再度実行する必要があります。 

なお、コンパイラの実行結果表示は、一つの画面しか表示されません。コンパイル処理を実行 

する度に、画面上に新規のソース・コードが上書きされます。 

 

注意事項） 

① コンパイル処理は、選択したエディタ画面上に関数ブロックが配置されていない状態では、 

起動しません。（エラー扱いとしてメッセージを表示します。） 

 

② エディタ画面以外が選択されている状態、例えばインタープリタの実行中の状態でも、 

コンパイラを起動することはできます。 

 

③ 複数のブロック・ダイアグラム（複数のエディタ画面）に対し、同時にコンパイル処理を 

実施することはできません。コンパイル処理の対象は、直前に選択された 1 つのエディタ画面の 

ブロック・ダイアグラムとなります。 
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２－８－２：コンパイル結果表示画面 

コンパイル結果表示画面には、メイン・ウィンドウ画面と同様のメニュー・バーがあり、 

簡単なメニュー・コマンドがあります。 

以下、コンパイラ表示画面のメニュー各項について説明していきます。 

 

１)[ファイル]メニュー 

 

図－４６－１：コンパイル実行結果表示画面－[ファイル]メニュー 

 

①[保存] 

コンパイル結果のソース・コードをファイルに保存するためのコマンドです。 

 

②[印刷設定] 

ソース・コードをプリンタで印刷するための設定を行なうコマンドです。 

 

③[印刷]（簡易印刷機能） 

表示されているソース・コードをプリンタで印刷します。 

 

④[最小化] 

コンパイル結果表示画面のウィンドウを最小化します。 

 

⑤[閉じる] 

コンパイル結果表示画面のウィンドウを閉じます（非表示にします）。 
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２)［設定］メニュー 

 

図－４６－２：コンパイル実行結果表示画面－[設定]メニュー 

 

①[コンパイル設定]  

コンパイル処理実行時の設定をします。 

専用の画面（コンパイラ設定画面：図－３６参照）を呼び出して、設定します。 

メイン・ウィンドウ画面の[実行]－[コンパイル設定]コマンドと等価です。 

 

②[フォント] 

コンパイル実行結果表示画面の画面表示フォントを設定します。 

このフォント設定はコンパイラ実行表示画面でのみ有効です。 
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３)［表示］メニュー 

 

図－４６－３：コンパイル実行結果表示画面－[表示]メニュー 

 

各画面を呼び出します。コンパイル画面を最大化表示した際などに使用すると便利です。 

 

① メインメニュー 

メイン・ウィンドウ画面を呼び出します。 

② エディタ 

エディタ画面を呼び出します。メニュー・バーの［ウィンドウ］－［エディタ］コマンドに 

等価です。 

③ インタプリタ 

最新のインタープリタの実行結果画面（スコープ）を呼び出します。メニュー・バーの 

［ウィンドウ］－［スコープ］コマンドに等価です。 
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２－８－３：コンパイラ設定 

コンパイラ設定により、出力されるＣ言語ソース・コードの様式を調節できます。 

メイン・メニュー画面の［実行］－［コンパイル設定］コマンド、もしくは 

コンパイル実行結果画面の［設定］－［コンパイル設定］から、下図（図－４７）に示す、 

コンパイラ設定画面を呼び出します。 

 

 
図－４７：コンパイラ設定画面 

 

図－４７の画面上段にあるチェック項目がコンパイル処理の実行時の設定項目です。 

選択したい項目のチェック欄にチェック（ ）すると有効になります。 

 

①：ソースにコメントを付与しない。 

出力ソース・コードに付与される、変数や関数の内容を示すコメントを付与せずに、 

ソース・コードを作成／出力します。 

 

②：Ｄｉｓｐｌａｙ群の関数を出力しない。

オシロ・スコープのブロックなど、Ｄｉｓｐｌａｙ群のブロックとそれに関する関数は、 

インタープリタ実行時の表示処理用のものであり、バッファ・メモリを多く消費します。 

また、ターゲット・ボードにソース・コードを移植する際には、特別な場合を除けば 

必要な関数ではありません。 

それらの関数をソース・コードに出力しないことで、ソース・コードから最終的に作成される 

モジュールのメモリの節約を図ることが可能です。 

そのための設定項目です。 

 

各項は、画面上での設定後、「ＯＫ」ボタンをクリックすると有効になります。 

「キャンセル」ボタンをクリックすると、項目の選択が全て解除されます。 

なお、この画面で一度設定した項目は、全てのエディタ画面に対し、有効です。 

設定を変更／解除したい場合は、再度、コンパイル設定画面を呼び出し、項目を変更するか、 

キャンセル・ボタンをクリックして下さい。 
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２－８－４：コンパイラと関数の実行順序 

 

1）概要 

 

 Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍでは、ブロック・ダイアグラムを構成するブロックに、１対１で対応する 

関数オブジェクトを割り当てております。インタープリタ／コンパイラでは、ブロック・ダイア 

グラム上のブロックに対応する関数を導き、それぞれの実行処理を実施しています。 
特にコンパイラの場合、ブロック・ダイアグラムから各ブロックの関数をＣ言語のモジュール 

形式に変換し、ソース・コードとして出力しています。その際には、どのブロックの関数をどの 
順番で変換処理すべきか？という、関数の実行順序が重要になります。 
ここではＳｉｍｔｒｏｌ－ｍのコンパイラ処理における関数の実行順序について、操作上の 

留意事項を述べます。 
 
実行順序はブロック・ダイアグラムの作成段階で、ブロックごとに固有の実行順序番号値として 

割り振られております。既定値はブロックの追加順序の番号となり、ブロック番号と等しくなり 
ます。（１から開始される、正の整数です。） 
同じブロック・ダイアグラム内で、ブロックの実行順序番号値を重複させることはできません。 

ブロックの削除や、ユーザによる実行順序の変更処理があった場合、随時、ブロック・ダイアグ 
ラム全体で値の変更が実行されます。（本書２－４－１項－第５節を参照。） 
 コンパイラはブロック・ダイアグラムの実行順序値の昇順にブロックを読み込み、対応する 
関数データをＣ言語ソース・コードの形式で出力します。即ち、ブロックの実行順序値が変われ 
ば、対応する関数データがソース・コードとして出力される順番が変わります。 
 
 
 
 
 
                           Ｒｎ：実行順序値 
 
（ブロック・ダイアグラム：略記） 

・・・ 
ｆａ（）； //ａの関数（Ｒｎ＝1） コンパイラによる 
ｆｄ（）； //ｄの関数（Ｒｎ＝2） ソース・コード生成結果 
ｆｂ（）； //ｂの関数（Ｒｎ＝3） （略記） 
ｆｅ（）； //ｅの関数（Ｒｎ＝4）  
ｆｃ（）； //ｃの関数（Ｒｎ＝5） ＊実行順序の番号順に実行／処理されます。 
ｆｆ（）； //ｆの関数（Ｒｎ＝6） 
 
（コンパイラ出力：ソース・コード：略記） 
 

図－4８：ブロック・ダイアグラムの実行順序とコンパイラ出力の関連。 
 
2）実例及び検証 
 
 図－３５のブロック・ダイアグラム及び、コンパイル処理結果のリスト１を実例として、 
上記のことを検証してみます。 

ａ 
Ｒｎ＝１ 

ｂ 
Ｒｎ＝３ 

ｃ 
Ｒｎ＝５ 

ｄ 
Ｒｎ＝２ 

ｅ 
Ｒｎ＝４ 

ｆ 
Ｒｎ＝６ 
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 コンパイル処理結果として出力されるＣ言語ソース・コードは、①“変数の宣言”部、 
②“変数の初期化”（“プロパティー値の設定”の部分を含む）部、及び③“実行処理”部に大きく 
分けることができます。リスト内各所のタイトル・コメントを境に見分けることが可能です。 
（リスト 1 参照） 
これらのうち、ブロックから変換した関数モジュールを出力している実行処理部に注目します。 
リスト 1 の実行処理部は次の通りです。 
////////////// 

// 実行処理 // 

////////////// 

 

fn_sin( pro1, &x1, &err );                // SIN : 正弦波発生器 

fn_scope2( x1, x2, pro2, &counter2, dataSize2, data2, &err ); 

  // SCOPE2 : オシロスコープ(２入力) 

fn_rk4( x1, pro3, &x2, &err );            // RK4 : １次遅れ要素(ルンゲ・クッタ４次法) 

  
リスト 2：リスト 1 の実行処理部のサンプル。 
 
一方、図－３５のブロック・ダイアグラム上でブロック毎の実行順序値（Ｒｎ）は、 
以下のようになります。 

 
図－４９：図－３５のブロック番号（Ｎｏ）／実行順序番号（Ｒｎ）各値。 
 
上記リスト 2 と図－４９とを比較すると、図－４９（≡図－３５）のブロックの実行順序Ｒｎ値 
に従い、リスト２（≡リスト１）に各ブロックの対応関数が出力されているのが分かります。 
（実行順序値と各ブロック／関数の関係は次の通りです。） 

・Ｒｎ＝１：SIN ブロック／fn_sin()関数 

・Ｒｎ＝２：SCOPE2 ブロック／fn_scope2()関数 
・Ｒｎ＝３：RK4 ブロック／fn_rk4()関数 
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なお、リスト 1 を検証していただくと、変数の宣言部や変数の初期化部においても、 
同様の実行順序で関数単位でのデータ処理が実行されていることが分かります。 
 
 次にブロック・ダイアグラムの実行順序値を変更した場合を検証してみます。 
図－４９（≡図－３５）のブロック・ダイアグラムの実行順序値を次のように変更します。 
（実際の操作は RK4 ブロックの実行順序値を３→１へ変更するだけです。 
それ以外は自動設定になります。） 

 
図－５０：図－３５の実行順序値を変更したダイアグラム。 
 
この状態でコンパイラを実行し、結果の実行処理部を抜き出します。（リスト 3） 
////////////// 

// 実行処理 // 

////////////// 

 

fn_rk4( x2, pro3, &x1, &err );            // RK4 : １次遅れ要素(ルンゲ・クッタ４次法) 

fn_sin( pro1, &x2, &err );                // SIN : 正弦波発生器 

fn_scope2( x2, x1, pro2, &counter2 , dataSize2 , data2, &err );  // SCOPE2 : オシロスコー

プ(２入力) 

 
リスト３：図－５０のコンパイル処理結果の実行処理部サンプル 
 
上記のリスト 3 と図－５０とを比較してみると、図－５０のブロックの実行順序Ｒｎ値に従い、 
リスト 3 に各ブロックの対応関数が出力されているのが分かります。 

・Ｒｎ＝１：RK4 ブロック／fn_rk4()関数 

・Ｒｎ＝２：SIN ブロック／fn_sin()関数 

・Ｒｎ＝３：SCOPE2 ブロック／fn_scope2()関数 
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また、図－４９／図－５０、及びリスト 2／リスト 3 とを比較すると、各関数の入出力変数も 
異なっているのが分かります。関数への入出力変数は実行順序の順に割り振られるためです。 
 
参考までに、実行順序を変更後（図－４９）のコンパイル実行結果のソース・コード全文を掲載 

いたします。 
 
リスト 4：図－４９のコンパイル実行結果（１／２） 

 
///////////////////////////////////////////// 
//  Simtrol-m by SHOWA DENGYOSHA CO.,LTD.  // 

///////////////////////////////////////////// 

// 

// 作成元ファイル名：[正弦波.ktc] 

// 

// 作成日時：[2006/10/17 18:01] 

// 

 

//////////////// 

// 変数の宣言 // 

//////////////// 

 

// 線変数の宣言 

float x1;  float x2; 

 

// スコープ類の変数宣言 

int counter2; 

int dataSize2; 

float data2[2000]; 

 

// プロパティ・データ領域の宣言 

float pro3[1],  pro1[4],  pro2[11];   

 

// 処理用変数の宣言 

int err;     // エラー処理用変数 

 

////////////////// 

// 変数の初期化 // 

////////////////// 

 

x1 = 0;  x2 = 0;  

counter2 = 0;   

dataSize2 = 2000; 

 

////////////////////////// 

// プロパティー値の設定 // 

////////////////////////// 

 

//RK4 : １次遅れ要素(ルンゲ・クッタ４次法) 

pro3[0] = 0.004;      // tau：時定数[sec] 
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リスト 4：図－４９のコンパイル実行結果（２／２） 

 

//SIN : 正弦波発生器 

pro1[0] = 100;        // frequency : 周波数[Hz] 

pro1[1] = 0;          // phase : 位相[rad] 

pro1[2] = 1;          // vmax : 最大値[V] 

pro1[3] = 0;          // delay : 遅延時間[sec] 

 

//SCOPE2 : オシロスコープ(２入力) 

pro2[0] = 0;          // tmin : 時間軸最小値[sec] 

pro2[1] = 10;         // tmax : 時間軸最大値[sec] 

pro2[2] = 1;          // tgrid : 時間軸目盛り刻み[sec] 

pro2[3] = 0;          // ymin1 : 左 y 軸最小値 

pro2[4] = 1;          // ymax1 : 左 y 軸最大値 

pro2[5] = 0.1;        // ygrid1 : 左 y 軸目盛り刻み 

pro2[6] = 0;          // ymin2 : 右 y 軸最小値 

pro2[7] = 1;          // ymax2 : 右 y 軸最大値 

pro2[8] = 0.1;        // ygrid2 : 右 y 軸目盛り刻み 

pro2[9] = 1;          // ScopeNo : スコープ番号 

pro2[10] = 2000;      // buffsize : データ数(１入力あたり) 

 

err = 0;    // エラー変数の初期化 

 

////////////// 

// 実行処理 // 

////////////// 

 

fn_rk4( x2, pro3, &x1, &err );            // RK4 : １次遅れ要素(ルンゲ・クッタ４次法) 

fn_sin( pro1, &x2, &err );                // SIN : 正弦波発生器 

fn_scope2( x2, x1, pro2, &counter2 , dataSize2 , data2, &err );  // SCOPE2 : オシロスコー

プ(２入力) 

 

 

 

 

 

 

Ｓｉｍｔｒｏｌ-ｍ本体の機能及び操作の簡単な説明は以上です。 
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３、こんなときは…操作上の基本的なトラブルと対処法 

Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍで、操作上間違いやすい点と対処方法をまとめて掲載しました。 

 

３－１：共通編 

 

① Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍを起動できない。 

・ Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍはＣＤ－ＲＯＭ上からの起動はできません。ＣＤ－ＲＯＭから 

パソコンのＨＤにインストールの上、ご利用願います。 

・ Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍが既に稼動中の場合、新規にＳｉｍｔｒｏｌ－ｍを起動する 
ことはできません。起動しようとするとエラー扱いとなり、画面にその旨のメッセー 
ジが表示されます。 

・ ソフト電池が正常にインストールされているか、確認して下さい。 
・ ソフト電池の充電が正しくできているか、ソフト電池メーターから確認して下さい。 

 

② 画面が表示されない。 

・ まず、Ｗｉｎｄｏｗｓ（ＯＳ）のタスクバー上にＳｉmｔｒｏｌ－ｍのタスクが 
存在する事を確認して下さい。そのタスクをクリックすれば、Ｓｉｍｔｒｏｌ－ｍの 

画面が表示されます。 

タスクバー上にＳｉｍｔｒｏｌ－ｍのタスクがない場合は、起動をやり直してください。 
・ ライブラリ／エディタなど、各要素画面が表示されない場合は、メイン・メニューの 

画面表示ボタンをクリックすれば、表示することができます。 

（メニュー・バーから［ウィンドウ］コマンドを実行しても、同様です。） 
 
③ 画面がロックして、動作が停止してしまう。／ボタンを押しても反応がなくなった。 

・ 各ブロックの内容を表示／編集する［ブロック内容］の画面を開いている間は、 

他の処理は実行できません。動作も停止します。 

・ インタープリタ実行中は、エディタ画面の編集操作はロックされます。 

その他の操作も基本的にはできません。メイン・ウィンドウ画面のツール・バーで 

インタープリタが実行中の状態になっていないか、確認して下さい。 

（特にインタープリタの無限実行中は注意が必要です。） 

 

④ 角度の単位：度→ラジアン（角度）の変換。 

・ 度の値に対し、π／１８０（＝０．０１７４５３２９２５１９…）を掛けて 

変換します。 
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３－２：エディタ編 

 

① 画面上に線が引けない。 

→【接続線】 モードになっているか、確認してください。 

→インタープリタ実行中はエディタ画面の変更がロックされるため、画面上で線が 

引けなくなります。 

 

② 画面にブロックが表示されない／配置できない。 

→ブロックが表示されない画面設定になっています。メイン・ウィンドウの[画面]－ 

[画面設定]コマンドを実行して、[画面設定]画面を開き、[画面表示]の各項目を確認 

して下さい。 

    →ブロックを追加配置するモード：ライブラリ モードになっていますか？ 

→ライブラリからブロックを配置する際に正しい手順で実行されておられますか？ 

 

③ ブロックの間に線が引けない。 

→【接続線】 モードになっているか、確認してください。 

→ブロックの入力端子： 同士、または出力端子同士： 同士の間に線を引こうとして 

いませんか？ 

→既に他の線が繋がっている入力端子： に線をつなげようとしていませんか？ 

→接続線が非表示の画面設定になっていませんか？[画面]－[画面設定]コマンドにて、 

確認して下さい。（この場合は画面上に線が表示されないだけですので、結線されて 

いればブロックの端子の色は切り替わります。） 

・出力端子：結線前 → 結線後 。・入力端子：結線前  → 結線後 。 

 

④ 線同士が結線できない。 

→Ｓｉｍｔｒｏｌ-ｍでは、ブロックの入力端子： への複数の線の入力を禁止して 

います。ブロックの入力端子を一端とする線への結線処理はできません。 

（途中に節があっても同じです。） 

従って、線同士の「結線」操作はできません。線から新しい線の「分岐」のみが可能です。 

 

⑤ コメントを入力しても表示されない。 

→［画面］－［画面設定］コマンドにて、コメントが非表示の設定になっていないか、 

確認して下さい。 
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３－３：インタープリタ編 

 

① シミュレーション結果（オシロ・スコープ画面）が表示されない。 

→ブロック・ダイアグラム上にオシロ・スコープのブロック要素があるか否か、 

また、オシロ・スコープのブロック要素の入力端子と測定箇所のブロックの出力端子とが 

結線されているかどうか、確認して下さい。 

 

② シミュレーションを実行するとエラー・メッセージが表示されて、処理が停止してしまう。 

→ブロック・ダイアグラム上のブロックのいずれかに、設定ミスがあるものと思われ 

ます。各ブロックのプロパティ・データを確認して下さい。 

 

③ シミュレーション結果がオシロ・スコープ画面に表示されない。 

→まず、エディタ画面上でブロック・ダイアグラムの、オシロ・スコープの関数への 

結線を確認して下さい。 

→インタープリタの設定（[実行]－[インタープリタ設定]コマンド）で設定された 

各値を確認して下さい。 

→対応するオシロ・スコープ・ブロックの[ブロック内容]から、次の各項を確認して 

下さい。 

ａ.時間軸／ｙ軸の最小値と最大値が等しく、または逆転して設定されていないか。 

ｂ.スコープの時間軸の最小値／最大値の設定が、インタープリタの設定（[実行]－ 

[インタープリタ設定]コマンド）で設定されたインタープリタの実行時間範囲に 

収まっているか。 

 

④ シミュレーション結果表示が画面の設定域をオーバーしてしまう。／設定域まで届かない。 

→時間軸／ｙ軸の最小値と最大値の設定をシミュレーションの値の範囲に合わせて 

調整します。 

（最初にスコープ画面上で各値の調整をされてから、ブロックの設定を変更される 

ことをお勧めします。） 

 

⑤ インタープリタ処理（シミュレーション）が終了しない。 

     →インタープリタ処理を無限実行に設定されていませんか？ 

    また、実行時間を極端に長く設定されていませんか？  

  →［実行］－［インタープリタ設定］の［表示周期］値が大きく、 

同じく［表示１回度の実行回数］値が小さいと、見た目の実行時間は遅くなります。 

適正な値を設定して下さい。 

 

⑥スコープ画面の表示設定が変更できない／表示設定を変更しても、すぐに元に戻ってしまう。 

→インタープリタ処理が実行中であることが考えられます。スコープ画面の表示設定の 

変更はインタープリタ処理を完全に終了してから実施して下さい。 

 

⑥ ブロックの設定を変更しても、シミュレーション結果に反映されない。 

→変更したブロックの、ブロック・ダイアグラムへの結線を確認して下さい。 

また、アクティブでないウィンドウ上のブロックを変更されていないか、 

確認して下さい。 

→ブロックの設定画面では、画面上の「ＯＫ」ボタンをクリックしないと、パラメータの 

画面上の設定が反映されません。パラメータの値を確認後、各ブロック度に設定画面の 

「ＯＫ」ボタンを確実にクリックして下さい。 
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３－４：コンパイラ編 

 

① コメントが出力されない。 

→[実行]－[コンパイル設定]コマンドから[コンパイラ設定]画面を開き、 

[ソースにコメントを付与しない。]のチェック・ボックスがＯＮの場合は、 

ＯＦＦにして下さい。 

 

② Ｄｉｓｐｌａｙ群（スコープ等）の関数が出力されない。 

→[実行]－[コンパイル設定]コマンドから[コンパイラ設定]画面を開き、 

[ＤｉｓＰｌａｙ群の関数を出力しない。]のチェック・ボックスがＯＮの場合は、 

ＯＦＦにして下さい。 

 

③ 余計なソース・コードが出力される。 

→エディタ画面上に余計な関数ブロックが存在しています。画面上を確認して下さい。 

コメント・ブロックの影に関数ブロックが隠れていないか、 

画面表示の範囲外のキャンパス領域に不要な関数ブロックが存在していないか、 

などを確認して下さい。 

→［ツール］－［未使用ブロックの削除］コマンドを実行すれば、その時点で 

ブロック・ダイアグラムに関係していない関数ブロックを一括して削除すること 

が可能です。 

 

④ ソース・コードに出力される値／関数がおかしい。 

→該当箇所に対応するブロックのプロパティ・データを確認して下さい。 

→複数のエディタ画面を開いている場合は、目的のものとは違うエディタ画面（ブロック 

・ダイアグラム）をコンパイルしてしまっている可能性があります。 

 

  ⑤ ブロックが表示されていないのに、コンパイル処理がエラーにならず、ソース・コードが 

出力されてしまう。 

→関数ブロックが配置されていないのではなく、配置されているものが非表示状態に 

 なっていると思われます。［画面］－［画面設定］コマンドの［レイヤー］部などで、 

その画面の表示状態を確認して下さい。 
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各機能の詳細、並びにターゲット・ボードとのインターフェースなどについては、別紙各種資料 

／カタログなどをご参照頂くか、当社までお問い合わせ下さい。 

 

＊ 「Ｓｉｍｔｒｏｌ」は株式会社 昭和電業社が商標登録を申請中です。 

 

以上 

      株式会社 昭 和 電 業 社 
 

〒299-0111 千葉県市原市姉崎 745-2 

 

     TEL : 0436-61-4616 
 

      HP : http://www.k-sd.co.jp/ 

 

      Mail : kentac＠k-sd.co.jp 
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